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第
六
號

は
じ
め
に

白
川
静
は
一
九
八
四
年
初
版
の
『
字
統
』
口
に
お
い
て
、『
説
文
解
字
』の「

」

の
字
形
を
あ
げ
た
上
で
、

象
形 

口
の
形
。〔
説
文
〕
二
上
に
「
人
の
言
食
す
る
所
以
な
り
」
と
い
う
。

ト
文
・
金
文
に
み
え
る
字
形
の
う
ち
、
口
耳
の
口
と
み
る
べ
き
も
の
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
概
ね
祝
禱
の
器
の
形
で
あ
る

（
さ
い
）
の
形
に
作
る
。
従
来

の
説
文
学
に
お
い
て
、
口
耳
の
口
に
従
う
と
解
す
る
た
め
に
、
字
形
の
解
釈

を
誤
る
も
の
は
極
め
て
多
く
、
古
・
召
・
名
・
各
・
吾
・
吉
・
舎
・
告
・
害
・

史
・
兄
な
ど
は
、
み
な
祝
禱
の
器
を
含
む
形
。
ま
た
曰
に
従
う
と
さ
れ
る
者
・

曹
・
魯
な
ど
も
、
み
な
祝
禱
を
収
め
た
器
の
形
に
従
う
。
口
耳
の
口
に
従
う

字
は
、
概
ね
後
起
の
形
声
字
で
あ
る
。
も
っ
と
も
口
と
い
う
字
は
〔
書
、
般

庚
〕、
ま
た
〔
詩
、
小
雅
、
正
月
〕「
好
言
口
よ
り
す
」、〔
十
月
之
交
〕「
讒

口
囂
々
た
り
」
の
よ
う
に
、
早
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
卜
文
・
金
文

に
そ
の
明
確
な
用
義
例
が
な
く
、
祝
禱
の
器
の
形
で
あ
る

と
の
異
同
を
、

確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い（

1
）。

と
述
べ
る
。

文
字
の
具
体
例
は
『
説
文
解
字
』
の
「
口
（
く
ち
）」
の
篆
書

が
あ
げ
ら
れ

る
の
み
で
、
甲
骨
・
金
文
の
例
は
な
い（

2
）。

一
九
九
六
年
初
版
の
『
字
通
』
口
に
お
い
て
も
、『
説
文
解
字
』
の
「

」
の

字
形
の
み
を
あ
げ
た
上
で
、

象
形　

口
の
形
。〔
説
文
〕
二
上
に
「
人
の
言
食
す
る
所
以
な
り
。
象
形
」

と
い
う
。
た
だ
卜
文
・
金
文
に
み
え
る
口
を
含
む
字
形
の
う
ち
、
口
耳

の
口（

3
）と
解
す
べ
き
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
お
お
む
ね
祝
禱
・
盟
誓
を
収

め
る
器
の
形
で
あ
る

（
さ
い
）
に
従
う
。
す
な
わ
ち
祝
告
に
関
す
る
字
と

み
て
よ
い
。
文
字
は
祝
告
の
最
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
時
期
に
成
立
し
、
そ

の
儀
礼
の
必
要
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

古
訓　

省
略

部
首　
〔
説
文
〕
に
名
・
吾
・
君
・
命
・
召
・
唯
・
和
・
哉
・
台
・

・
咸
・

呈
・
右
・
周
・
各
・
哀
・
咼
・
局
な
ど
百
八
十
字
、
重
文
二
十
一
、
ま
た
〔
新

附
〕
十
字
を
属
し
、〔
玉
篇
〕
に
は
後
出
の
字
を
合
わ
せ
て
五
百
十
三
字
を

属
す
る
。〔
説
文
〕
の
う
ち
、
右
に
あ
げ
た
諸
字
は
み
な
祝
禱
の
儀
礼
に
関

字
説

口
耳
の
口

大　
　

形　
　
　
　
　

徹



口
耳
の
口

九
四

す
る
字
。
口
耳
の
口
の
意
を
も
つ
字
は
、
お
お
む
ね
卜
文
・
金
文
よ
り
後
に

作
ら
れ
た
字
で
あ
る
。
も
と
よ
り
〔
書
、
盤
庚
上
〕「
乃
が
口
を
度
（
と
）

ぢ
よ
」、〔
詩
、
小
雅
、
正
月
〕「
好
言
、
口
よ
り
す
」、〔
詩
、
小
雅
、
十
月

之
交
〕「
讒
口
囂
囂
た
り
」
の
よ
う
な
例
も
あ
る
が
、
卜
文
・
金
文
の
字
形

中
に
要
素
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
口
形
の
も
の
は
、
祝
詞
を
収
め
る
器
の
形

で
あ
る

（
さ
い
）
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

声
系　
〔
説
文
〕
に
口
声
と
し
て
𧥣
・
扣
・
釦
の
三
字
を
収
め
る
が
、
お
お

む
ね
後
出
の
字
で
あ
る（

4
）。

と
説
明
す
る
。

こ
こ
で
は
『
説
文
解
字
』
を
引
用
し
て
「
人
の
言
食
す
る
所
以
な
り
。
象
形
」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
、
卜
文
・
金
文
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
口
耳
の
口
」

で
は
な
く
、「
祝
禱
・
盟
誓
を
収
め
る
器
の
形
で
あ
る

（
さ
い
）
に
従
う
…
」

と
い
う
。
こ
の
「

（
さ
い
）」
は
白
川
文
字
学
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る（

5
）。

そ
の
結
果
、こ
こ
は
「
口
耳
の
口
」
に
関
す
る
項
目
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
白
川
自
身
に
よ
る
説
明
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。拙

稿
で
は
、
こ
の
い
わ
ば
置
き
去
り
に
さ
れ
た
「
口
耳
の
口
」
に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
行
い
た
い
。
白
川
は「
口
耳
の
口
と
解
す
べ
き
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く（

6
）」

と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
な
い
事
例
が
何
な
の
か
を
考
察
し
た
い
。
ま

た
な
ぜ
、ほ
と
ん
ど
な
い
の
か
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。
さ
き
に
み
た
『
字
通
』

部
首
で
、白
川
は
「
も
と
よ
り
〔
書
、盤
庚
上
〕「
乃
が
口
を
度
（
と
）
ぢ
よ
」、〔
詩
、

小
雅
、正
月
〕「
好
言
、口
よ
り
す
」、〔
詩
、小
雅
、十
月
之
交
〕「
讒
口
囂
囂
た
り
」

の
よ
う
な
例
も
あ
る
が
」
と
、「
口
耳
の
口
」
の
例
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。

『
書
経
』
に
は
、「
口
耳
の
口
」
と
み
な
し
う
る
例
が
五
例
み
え
る（

7
）。
盤
庚
上

に
「
其
の
發
す
る
に
逸
口
（
い
っ
こ
う
）
有
り（

8
）」、
同
「
乃
（
な
ん
じ
）
が
口
を

度
（
と
）
じ
よ（

9
）」、無
逸
に
「
否
（
し
か
）
ら
ず
ん
ば
則
ち
厥
の
口 

詛
祝
（
そ
し
ゅ

う
）
す（
10
）」、周
官
に
「
利
口
を
以
て
厥
（
そ
）
の
官
を
亂
る
無
か
れ（
11
）」、畢
命
に
「
利

口
惟
れ
賢（
12
）」
と
あ
る
。

『
詩
経
』
に
は
四
例
み
え
る
。
國
風
、
豳
風
、
鴟

に
「
予
が
口
、
卒
（
み
）

な

（
や
）
む（
13
）」
と
み
え
、
目
加
田
誠
は
「
私
の
口
は
疲
れ
は
て
た
が（
14
）」
と
訳

し
て
い
る
。
小
雅
、
節
南
山
之
什
、
正
月
に
は
「
好
言
口
よ
り
し
、
莠
言
口
よ

り
す（
15
）」
と
み
え
る
。
小
林
一
郎
は
「『
好
言
口
よ
り
す
』
―
或
る
人
は
頼
も
し
い

こ
と
も
言
ふ
け
れ
ど
も
、『
莠
言
口
よ
り
す
』
―
ま
た
或
る
人
は
詰
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
言
つ
て
、
周
囲
の
人
々
に
累
ひ
を
及
ぼ
し
て
居
る（
16
）」
と
訳
し
て
い
る
。

目
加
田
は
二
句
を
あ
わ
せ
て
、「
ほ
め
る
の
も
そ
し
る
の
も
口
か
ら
出
ま
か
せ
の

今
の
世
に（
17
）」
と
訳
し
、
そ
こ
に
「
口
」
と
い
う
文
字
を
使
っ
て
い
る
。
十
月
之

交
は
「
讒
口
囂
囂
（
ざ
ん
こ
う
ご
う
ご
う
）
た
り（
18
）」、
目
加
田
は
「
そ
し
り
は
ゴ

ウ
ゴ
ウ
降
り
か
か
る（
19
）」
と
訳
し
て
い
る
。
巧
言
で
は
「
蛇
蛇
（
い
い
）
た
る
碩

言
（
せ
き
げ
ん
）、
口
よ
り
出
づ（
20
）」
と
あ
り
、
目
加
田
は
「
世
を
欺
く
大
言
は　

口
か
ら
出
ま
か
せ（
21
）」
と
述
べ
て
い
る
。
大
雅
、
生
民
之
什
、
生
民
の
「
以
て
口

食
に
就
く（
22
）」
は
、
目
加
田
は
、「
乳
ば
な
れ
し
時
よ
り（
23
）」
と
訳
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
み
る
と
、「
口
」
が
「
口
耳
の
口
」
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
、

と
く
に
珍
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、『
書
経
』
や
『
詩
経
』
で
は
「
言
」

の
用
例
の
方
が
多
く
、「
食
」
と
み
な
し
う
る
も
の
は
「
口
食
」
の
み
で
あ
る
。

さ
て
甲
骨
文（
24
）
の
用
例
を
集
め
た
『
甲
骨
文
合
集
』
と
『
甲
骨
文
合
集
補
編（
25
）』
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第
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號

に
「
口
」
は
八
八
箇
所
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
人
名
と
解
し
う
る
も
の
も
多
い

た
め
、明
確
に
「
口
耳
の
口
」
が
い
く
つ
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
た
「
口
耳
の
口
」

と
い
っ
て
も
、
食
べ
物
を
食
べ
る
口
以
外
に
、
言
葉
を
発
す
る
口
と
し
て
使
用
さ

れ
、「
口
」
だ
け
で
、
口
舌
・
口
禍
・
舌
禍
の
意
味
も
含
む
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

人
体
と
結
び
つ
く
も
の
が
多
く
あ
る
。
側
身
形
の
「
人
」
の
上
に
「
口
」
が
つ

く
。
横
向
き
に
口
が
つ
い
た
も
の
は
「
欠
」「
吹
」、
さ
ら
に
涎
や
液
体
状
の
も
の

を
出
し
て
い
る
も
の
は
「
㳄
」
で
あ
る
。
身
体
の
向
き
と
は
反
対
に
口
が
向
い
て

い
る
も
の
は
「
旡
」、
口
の
上
に
舌
の
つ
く
も
の
が
「
舌
」、
下
向
き
の
口
か
ら
舌

を
出
し
て
い
る
も
の
は
「
㱃
（
＝
飲
）」
で
あ
る
。

な
お
「
兄
」
や
「
祝
」
も
側
身
形
の
「
人
」
に
上
向
き
の
「
口
」
に
み
え
る
形

が
あ
わ
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
側
身
形
の
「
人
」
に
「
目
」
が
つ
く
と
「
見
」、「
耳
」

が
つ
く
と
「
聞
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
口
耳
の
「
口
」
が
つ
い
て
「
兄
」
と
い

う
の
は
ご
く
自
然
な
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
白
川
静
は
、
側
身
形
の
「
人
」

に
「
火
」
が
つ
い
た
も
の
が
「
光
」
だ
と
い
う
例
を
あ
げ
、「
兄
」
は
側
身
形
の
「
人
」

に
「

（
さ
い
）」
が
つ
い
た
も
の
だ
と
す
る
。

「
口
耳
の
口
」
の
形
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
対
的
に
「

（
さ
い
）」

に
対
す
る
理
解
も
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
拙
稿
の
目
的
は
そ
こ
に
あ
る
。

「
口
耳
の
口
」
は
「
象
形
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、「
一
、
青
銅
器
に

み
え
る
人
面
の
口
の
形
」
に
関
し
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
口
が
構
成
要
素
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
「
歯
」
や
「
齲
」
な
ど
の
甲
骨
文
の
字
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
つ
ぎ
に
「
二
、
口
の
甲
骨
文
・
金
文
と
そ
の
解
釈
」
を
み
る
。
そ
し
て

そ
れ
ら
に
対
す
る
解
釈
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
「
三
、人
体
の
一
部
と
し
て
の
口
」

で
あ
る
「
欠
（
あ
く
び
）」
等
々
、
人
の
身
体
と
と
も
に
使
わ
れ
て
い
る
例
を
考

察
す
る
。「
四
、
部
首
と
し
て
口
偏
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
」、
例
え
ば
「
呼
」
な
ど

が
、
卜
文
・
金
文
で
は
、
ど
の
よ
う
な
文
字
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
。

一
、
青
銅
器
に
み
え
る
人
面
の
口
の
形

こ
こ
で
は
青
銅
器
の
人
面
に
あ
ら
わ
れ
る
「
口
」
の
形
を
考
察
す
る
。
金
文
の

文
字
も
青
銅
器
上
の
も
の
で
あ
り
、
材
質
的
に
も
近
縁
で
あ
る
。

人
面
獣
紋
弓
形
器（
26
）

商 

伝
河
南
安
陽
市
出
土
。長
三
四
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

「
弓
身
は
扁
平
で
あ
り
、
…
両
側
は
均
し
く
獣
面
紋
と
人

面
獣
紋
が
装
飾
さ
れ
て
い
る（
27
）」
と
さ
れ
る
。
こ
の
人
面
の

「
口
」
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
文
字
の
造

形
と
し
て
、閉
じ
た「
口
」は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
口
」

は
開
い
て
い
な
い
と
、
そ
の
用
を
な
さ
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。

人
面
大
鉞　

そ
の
一（
28
）

商 

山
東
青
州
市
蘇
埠
屯
大
墓
出
土
。
高
三
○
、
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
の
寛

さ
三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

鉞
の
本
体
に
は
装
飾
と
し
て
人
面
紋
が
透
か
し
掘
り
さ
れ
て
い
る（
29
）。
こ
の
人
面

の
「
目
」
は
甲
骨
文
の
「
目
（
（
30
））」
に
酷
似
し
て
い
る
。
黒
目
に
あ
た
る
部

分
が
下
に
は
み
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
文
字
に
は
瞳
は
な
い



口
耳
の
口

九
六

が
、『
甲
骨
文
合
集
』
六
一
九
四
、
六
九
四
六
正
、『
殷
周

金
文
集
成
』
八
七
六
二
（
い
ず
れ
も
殷
）
に
は
瞳
が
あ
る
。

「
耳
」
は
同
一
と
は
い
え
な
い
も
の
の
『
字
通
』
に
紹
介

さ
れ
る
甲
骨（

）金
文（
　

）の
形
と
似
て
い
る
。

「
口
」
は
開
い
て
お
り
、
口
角
は
少
し
上
が
っ
て
い
る
。

歯
は
上
に
七
本
、
下
に
七
本
あ
ら
わ
さ
れ
、
上
下
の
歯
は
、

く
っ
つ
い
て
い
る
。

人
面
大
鉞　

そ
の
二（
31
）

商　

山
東
青
州
市
蘇
埠
屯
大
墓
出
土
。
高
三
二
、
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
の
寛

さ
三
四
、
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

眉
、
目
、
鼻
、
耳
、
口
は
皆
な
突
起
し
て
お
り
、
…
嘴

の
角
の
両
側
に
は
各
お
の
一
つ
の
亜
字
形
の
枠
の
中
に
は

い
っ
た
族
名
文
字
「
醜
」
が
あ
る
。
銘
文
の
右
は
正
書
で
、

左
は
鏡
文
字
で
あ
る（
32
）。

目
の
瞳
の
部
分
は
透
か
し
彫
り
で
あ
る
が
、
白
目
の
部
分

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
た
ん
に
丸
い
形
に
な
っ
て
い
る
。

口
は
開
い
て
お
り
、
隙
間
の
あ
い
た
歯
が
並
ん
で
い
る
。
歯
は
数
え
方
に
も
よ

る
が
、
上
に
六
本
、
下
に
一
○
本
あ
り
、
両
端
の
歯
は
上
下
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。

口
角
は
あ
が
っ
て
い
る
。
口
の
中
に
歯
が
あ
る
文
字
は
後
で
考
察
す
る
「
歯
」
と

「
齲
」
で
あ
る
。
し
か
し
、「
口
」
の
象
形
文
字
で
は
歯
を
あ
ら
わ
す
こ
と
は
な
い
。

鼻
の
部
分
の
上
の
文
様
が
「
舌
」
の
甲
骨
文
（
（
33
））
に
似
て
い
る
。
こ
の

文
様
は
最
下
部
は
鼻
の
小
鼻
の
よ
う
に
み
え
、
つ
ぎ
に
左
右
対
称
に
枝
分
か
れ
し

た
部
分
が
一
旦
、
斜
め
上
に
向
か
っ
た
あ
と
湾
曲
し
て
下
に
向
い
て
い
る
。
上
部

は
二
股
に
分
か
れ
、
や
は
り
少
し
湾
曲
し
て
い
る
。「
舌
」
に
つ
い
て
は
、
後
で

考
察
す
る
。

神
面
大
鉞　

そ
の
二（
34
）

商山
東
青
州
市
蘇
埠
屯
大
墓
出
土
。

高
さ
三
○
、
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
の
寛
さ
三
五
、
八

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

鉞
の
本
体
に
は
、
丸
い
目
に
剥
き
出
し
の
歯
を
し
た
神
面

が
透
か
し
ぼ
り
さ
れ
て
い
る
。
眉
、目
、鼻
は
皆
な
突
起
し
、

口
は
す
こ
し
下
に
凹
ん
で
い
る（
35
）。「
目
」
は
甲
骨
文
に
近

い
。
鼻
の
上
部
の
文
様
は
は
先
に
み
た
も
の
と
似
て
お
り
、

「
舌
」
の
甲
骨
文
と
近
い
。
歯
は
数
え
方
に
も
よ
る
が
、

上
に
一
○
、
下
に
一
六
あ
り
、
あ
わ
せ
て
二
六
で
あ
る
。

親
知
ら
ず
を
除
く
成
人
の
歯
の
数
が
二
八
な
の
で
、
そ
れ
に
近
い
。
口
角
が
巻
き

込
む
よ
う
な
形
に
あ
が
っ
て
い
る
。

青
銅
器
の
図
像
資
料（
36
）の
口
の
部
分
は
甲
骨
文
・
金
文
の
象
形
文
字
と
の
近
縁

性
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
文
に
関
し
て
は
青
銅
と
い
う
材
料
も
共
通
す

る
。
あ
と
で
考
察
す
る
「
歯
」
や
「
齲
」
の
文
字
は
、
こ
の
人
面
の
口
の
形
に
似

て
い
る
。
中
国
の
文
字
は
線
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
自
然
界
に
存
在
す
る
も

の
を
線
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
く
過
程
に
、
こ
の
よ
う
な
図
像
が
あ
り
、
象
形
文

字
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
図
像
資
料
の
「
口
」
と
象
形
文
字
の
「
口
」
が
近
い
の
は
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当
然
な
の
だ
ろ
う
。

二
、
口
の
甲
骨
文
・
金
文
と
そ
の
解
釈

こ
こ
で
実
際
に
「
口
」
の
文
字
の
例
を
い
く
つ
か
、あ
げ
て
み
た
い
。
ま
ず
「
口

耳
の
口
」
と
解
し
う
る
甲
骨
文
の
例
で
あ
る
。

① 『
甲
骨
文
合
集（
37
）』
一
一
四
六
○
正
甲
の
「
口
」（
該
当
部
分
の
み
）

「
貞
疒
口
御
（
禦
）

（
貞
う
口
を
疒
（
や
）

む
を
𠤎
甲
よ
り
御

（
禦
）（
ふ
せ
）
が

ん
か（
38
））」
と
み
え
る
。
な
お
徐
仲
舒
は
「
貞
疒
口
（
貞
う
口
を
疒
（
や
）
む
か（
39
））」

乙
一
四
六
三
と
い
う
例
を
あ
げ
て
い
る
。「
歯
」
で
は
「
貞
疒
齒
御
于
父
乙
（
貞

う
齒
を
疒
（
や
）
む
を
父
乙
よ
り
御
（
禦
）（
ふ
せ
）
が
ん
か（
40
））」
前
一
、

二
五
、
一
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
父
乙
は
、
祖
先
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
、
そ
の
霊

魂
が
祟
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
は
「
口
」
と
「
齒
」
が
異
な
る
が
同
様
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
口
を
病
む
と

い
う
の
は
、
歯
疾
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
口
」
の
文
字
は
扁
平
で
横
画
は
撓
（
た
わ
）
ん
で
い
る
。
口
角
の
部
分
は
少

し
あ
が
っ
て
い
る
。
な
お
白
川
静
は
こ
れ
ら
の
例
を
あ
げ
て
い
な
い
。

「
口
」
に
関
し
て
は
後
に
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
。
じ
つ
は
貞
人
の
名
な
ど
の

例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
以
下
は
「
口
耳
の
口
」
の
意
味
で
の
用
例
で
は
な
い
。

②
口
尊（
41
） 

殷

「
口
」
一
文
字
だ
け
で
あ
る
。「
口
尊
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
口
」
の
文
字
は

扁
平
で
は
な
く
、
横
画
は
少
し
た
わ
み
、
口
角
が
ほ
ん
の

少
し
あ
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、「

（
さ
い
）」
の
よ
う
に
両
端
が
突
出
し
て

上
に
あ
が
っ
て
は
い
な
い
。

③

（
ち
ょ
）
未
口
尊（
42
） 

殷

三
文
字
の
名
前
で
あ
る
。「

（
ち
ょ
）

未
口
」
と
釈
さ
れ
て
い
る
。「
口
」
の
文

字
は
少
し
扁
平
で
、
口
角
が
あ
が
っ
て
い

る
。
横
画
は
か
な
り
た
わ
ん
で
い
る
。

④
父
戊
口（
43
） 

西
周
早
期

「
口
」
の
文
字
は
扁
平
で
は
な
く
、
口

角
は
あ
が
ら
な
い
。
横
画
も
た
わ
ま
な
い
。

下
の
部
分
が
U
字
型
に
な
っ
て
い
る
。

例
が
少
な
く
、
簡
単
に
結
論
は
出
せ
な

い
が
、甲
骨
文
の
「
口
」
は
扁
平
で
横
画
は
撓
（
た
わ
）
ん
で
い
る
。
金
文
の
「
口
」

は
そ
れ
ほ
ど
扁
平
で
は
な
く
、
下
部
は
U
字
型
に
み
え
る
も
の
が
多
い
。
口
角
の

部
分
は
少
し
だ
け
あ
が
っ
て
い
る
も
の
と
、
ま
っ
た
く
あ
が
っ
て
い
な
い
も
の
が

あ
る
。

『
甲
骨
文
合
集
』
と
彭
邦
炯
『
甲
骨
文
合
集
補
編（
44
）』（
語
文
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）
に
「
口
」
の
用
例
は
八
八
箇
所
み
え
る
。
こ
の
う
ち
、
も
っ
と
も

多
い
の
は
「
口
鼎
（
貞
）」
の
形
で
あ
る
。
六
一
箇
所
み
え
る
。
こ
の
場
合
、「
口
」

は
貞
人
の
人
名
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
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口

九
八

合
集　
（
編
号
）
二
七
七
○
五
（
序
号
）
一　
（
釈
文
）
壬
戌
卜
、口
鼎
（
貞
）、

今
日
不
□
（
不
明
文
字
）。
二
（
壬
戌
卜
す
、
口
鼎
（
貞
）
う
、
今
日
□
（
不

明
文
字
）
せ
ず
や
。
二
）　
（
分
類
）
何
組

と
み
え
る
も
の
が
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
も
の
と
し
て
は
、

合
集
（
編
号
）
二
七
八
八
九
（
序
号
）
二 

（
惠
）
小
臣
口
。（
分
類
）

無
名
組

と
み
え
る
。
こ
れ
は
「
小
臣
口
」
と
あ
り
、「
口
」
は
や
は
り
人
名
で
あ
る
。

合
集
（
編
号
）
二
二
二
五
八
（
序
号
）
十　

辛
丑
卜
、
亡
口
（
辛
丑
卜
す
、

口
亡
き
か
）。（
分
類
）
婦
女
類

こ
の
場
合
の
「
口
」
は
、
徐
仲
舒
の
い
う
災
禍
の
意
味
だ
と
わ
か
り
や
す
い
。

戊
寅
作
父
丁
方
鼎 

○
二
五
九
四
は
、「
王
口
（
王
曰
く
）
…
」
と
あ
る
。
戊
寅

乍
父
丁
方
鼎
の
全
文
の
釈
文
は
、「
戊
寅
。
王
曰
。
□
馬
。
□
。
易
貝
。
用
乍
父

丁　

彝
。
亞
受
」
で
あ
る（
45
）。
こ
こ
で
は
、
文
字
と
し
て
は
「
口
」
で
あ
る
が
、

釈
文
は
そ
れ
を
「
曰
」
と
し
て
い
る
。
意
味
は
「
い
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
甲
骨
文
編（
46
）』
巻
二
・
七
は
「
口
」
を
十
二
例
あ
げ
る
。
そ
の
う
ち
、
甲
九
四

○
に
「
廩
辛
時
貞
人
名
」
と
し
、
明
蔵
七
六
○
に
「
小
臣
口
」
と
あ
げ
て
い
る
。

徐
中
舒
主
编
『
甲
骨
文
字
典（
47
）』
は
、

一
期　

合
一
二
三

〔
解
字
〕《
説
文
》：「
口
、
人
所
以
言
食
、
象
形
（
口
、
人
の
言
食
す
る
所
以
、
象
形
）」

甲
骨
文
正
象
人
之
口
形
（
甲
骨
文
、
正
に
人
の
口
形
を
象
る
）。

〔
釋
義
〕

一
、
人
所
以
言
食
之
器
官
（
人
の
言
食
す
る
所
以
の
器
官
）。

　

貞
疒
口
（
貞
う
口
を
疒
（
や
）
む
か
）
乙
一
四
六
三

二
、
人
名
。

　

丁
巳
卜

小
臣
口

匄
于
中
室
（
丁
巳

卜

、
小
臣
口
、
中
室
に

匄
す
）
甲
六
二
四

三
、
疑
為
禍
之
義
（
疑
う
ら
く
は
禍
を
為
す
の
義
）。

　

甲
戌
卜
亡
口
（
甲
戌
卜
す
、
口
（
わ
ざ
わ
い
）
亡
き
か
）　

乙

八
八
八
九

（
あ
と
二
例
は
省
略
）。

で
あ
る
。

「
口
」
の
病
気
、
人
名
、
災
禍
の
意
味
が
記
さ
れ
て
い
る
。

水
上
静
夫
『
甲
骨
金
文
辞
典（
48
）』「
口
」
で
は
、「
動
物
類
の
顔
面
の
下
部
に
あ
り
、

飲
食
物
を
取
り
入
れ
、
呼
吸
を
し
、
音
声
を
出
す
く
ち
の
形
に
象
る
」
と
あ
る
。

水
上
の
辞
書
は
白
川
静
の
も
の
よ
り
も
後
の
発
行
で
あ
る
。
し
か
し
、
白
川
静
の

い
う
（
さ
い
）に
関
す
る
説
は
全
く
反
映
し
て
い
な
い
。「
飲
食
・
呼
吸
・
音
声
」

と
口
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
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落
合
淳
思
『
甲
骨
文
字
字
辞
典（
49
）』
で
は
以
下
の
よ
う
な
部
首
説
明（
50
）が
あ
る
。

口
部
（
𠙵
・
言
・
齒
）

部　

口
（

）
は
開
け
た
口
の
象
形
。
甲
骨
文
字
の
部
首
と
し
て
は
、
口
や

発
声
に
関
す
る
文
字
に
使
わ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
口
に
関
係
す
る
形
と
し
て
、

頤
（
あ
ご
）
の
象
形
で
そ
の
初
文
と
さ
れ
る

（

）
が
あ
り
、
甲
骨
文
字

に
は
単
独
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
会
意
文
字
や
形
声
文
字
に
見
え
る
。

副　
𠙵さ

い

（

）
は
口
と
同
形
だ
が
器
物
の
象
形
で
あ
る
。
特
定
の
器
種
で
は

な
く
、
器
物
の
一
般
像
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
文
字
が
作
ら
れ
た
当
初

は
別
の
形
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
甲
骨
文
字
の
段
階
で
は
ほ
ぼ
同
化
し

て
お
り
、
字
形
か
ら
両
者
を
識
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。な
お
、「

」

の
形
は
、
器
物
や
口
の
ほ
か
に
も
、
祭
祀
を
象
徴
す
る
意
符
や
建
物
の
土
台

の
形
、
抽
象
的
な
物
体
な
ど
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合

も

に
配
列
し
た
。
／
言
（

）
は
口
を
意
符
、

け
ん

（

）
を
声
符
と
す
る

形
声
文
字
。
／
歯
﹇
齒
﹈（

）
は
口
中
に
歯
が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

こ
こ
で
𠙵
（
さ
い
）
と
さ
れ
て
い
る
文
字
は
、
梁
顧
野
王
撰
『
玉
篇
』
卷
五
、

口
部
第
五
十
六
で
は
「
聲
類
、
古
文
口
字
」
と
さ
れ
る
。『
聲
類
』
は
『
隋
書
』

経
籍
志
に
十
卷
、
魏
、
左
校
令
、
李
登
撰
と
さ
れ
て
い
る
。『
甲
骨
文
字
辞
典
』

が
「
𠙵
」
を
「
さ
い
」
と
読
む
の
は
白
川
説
に
従
っ
た
か
ら
だ
と
い
う（
51
）。

以
下
、【
口
】〈
𠙵
〉
に
つ
い
て
、

成　

象
形
。
前
記
参
照
。「

」
は
器
物
を
二
重
に
し
た
形
（
欠
損
片
の
一

例
の
み
）
で
あ
り
、「
𠙵
（
さ
い
）」
と
し
て
の
用
法
で
あ
ろ
う
。

①
く
ち
。
口
腔
。

（
貞
、
疾
口
、
禦
于
妣
甲
。
合

一
一
四
六
○
） 

②
地
名
ま
た
は
そ
の
長
。
第
三
期
に
は
何
組
の
貞
人
名
…
例

文
略
。
③
祭
祀
名
。
こ
の
場
合
は
、「
𠙵
」
の
意
味
か
も
し
れ
な
い
。

（
癸
卯
卜
古
貞
、
亡
羌
口
。
合
一
八
九
九
二
）

と
み
え
る
。

こ
こ
で
祭
祀
名
と
さ
れ
る
も
の
は
「
亡
口
」
で
あ
り
、
さ
き
に
み
た
徐
仲
舒
が

災
禍
と
し
て
い
る
も
の
「
亡
口
」
と
同
じ
で
あ
る
。

李
孝
定
は
、

説
文
『
口
人
所
以
言
食
也
。
象
形
』。
凡
そ
口
の
属
、
契
文
、

に
作
る
。

正
に
口
の
形
に
象
る
。
甲
編
一
二
一
五
、

に
作
る
、
尤
（
は
な
は
）
だ
肖

（
に
）
る
。
類
纂 

類
編 

文
編 

文
字
編 

均
し
く
録
を
失
う（
52
）。

と
述
べ
る
。

の
形
の
方
が
実
際
の
口
に
、
も
っ
と
も
よ
く
似
て
い
る
が
、『
類
纂
』『
類
編
』

『
文
編
』『
文
字
編
』
は
い
ず
れ
も
収
録
し
て
い
な
い
、
と
い
う
。

饒
宗
頤
は
、

卜
辞
「
亡
作
口
」（
見
庫
方
七
○
三
）「
亡
至
口
」（
屯
乙
八
七
○
四
、

十
八
、
八
二
○
、…
）
倶
に
口
舌
の
禍
を
興
す
。
大
禹
謨
に
云
う
、「
唯
﹇
惟
﹈
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一
〇
〇

れ
口
に
好
く
戎
を
興
す
を
出
だ
す
」
と
。「
大
戴
礼
』
武
王
践
祚
、
机
の
銘

に
曰
く
、「
口
、
㖃
（
は
じ
）
を
生
ず
、
口
、
口
を
戕
（
そ
こ
な
）
う（
53
）」
と
。

『
説
苑
』
敬
慎
篇
に
言
う
、「﹇
孔
子
、
周
に
之
（
ゆ
）
き
、
太
廟
の
右
陛
の

前
に
﹈
金
人
﹇
有
る
を
觀
る
﹈。
三
た
び
其
の
口
を
緘
（
と
）
じ
て
、﹇
其
の

背
に
銘
し
て
曰
く
、『
古
の
言
を
慎
し
む
の
人
な
り
、
之
れ
を
戒
し
め
ん
や
、

之
れ
を
戒
し
め
ん
や
、
多
言
す
る
無
か
れ
、
多
言
は
多
く
敗
る
…
』」﹈、
口

を
以
て
禍
を
生
ず
る
を
戒
し
む
、
と
。
故
に
易
の
頤
卦
、
慎
言
を
以
て
す
…（
54
）、

と
。
倶
に
口
舌
の
禍
を
興
す
。

と
し
て
い
る
。

こ
こ
は
食
べ
る
口
で
は
な
く
、
言
う
口
の
こ
と
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
口
舌
の
禍

が
お
こ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

口
舌
自
体
に
つ
い
て
は
、
白
川
静
は
『
字
通
』
で
以
下
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。

【
口
舌
】
こ
う
ぜ
つ　

口
先
。
弁
舌
。〔
史
記
、劉
敬
伝
〕
上
（
し
や
う
）
怒
り
、

劉
敬
を
罵
（
の
の
し
）
り
て
曰
く
、齊
虜
（
斉
の
男
）、口
舌
を
以
て
官
を
得
、

今
廼
（
す
な
は
）
ち
妄
言
し
て
、
吾
が
軍
を
沮
（
は
ば
）
む
と
。
敬
を
廣
武

に
械
繋
す
。
遂
に
往
く
。
平
城
に
至
り
、
匈
奴
、
果
し
て
奇
兵
を
出
し
て
、

高
帝
を
白
登
に
圍
む（
55
）。

と
い
う
。

饒
宗
頤
は
、
こ
こ
に
い
う
口
舌
の
意
味
を
、
す
で
に
「
口
」
だ
け
で
あ
ら
わ
し

て
い
た
例
が
あ
っ
た
、
と
考
え
て
い
る
。

口
に
関
す
る
似
た
例
は
、『
論
語
』
に
す
で
に
み
え
て
い
る
。「
口
給
」
は
、

【
口
給
】
こ
う
き
ゆ
う
（
き
ふ
）　

口
達
者
。〔
論
語
、公
冶
長
〕
人
を
禦
（
ふ

せ
）
ぐ
に
口
給
を
以
て
せ
ば
、
屢
〻
（
し
ば
し
ば
）
人
に
憎
ま
る（
56
）。

「
利
口
」
は
、

口
達
者
。〔
論
語
、陽
貨
〕
子
曰
く
、紫
の
朱
を
奪
ふ
こ
と
を
惡
（
に
く
）
む
。

鄭
聲
の
雅
樂
を
亂
す
こ
と
を
惡
む
。
利
口
の
邦
家
を
覆
（
く
つ
が
）
へ
す
者

（
こ
と
）
を
惡
む（
57
）。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
熟
語
は
、そ
の
構
成
要
素
に
な
っ
て
い
る「
口
」

が
す
で
に
「
口
舌
」
の
意
味
も
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
と
い
え
る
。

さ
て
、
饒
宗
頤
は
、
さ
ら
に
以
下
の
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。

按
ず
る
に
、
甲
骨
文
の
口
の
字
は
口
の
形
を
象（
か
た
ど
）る
。
卜
辞
に「
疾

口
（
口
を
疾
む
）」
の
占
有
り
、
此
れ
乃
ち
「
口
」
を
用
い
る
の
本
義
。
又

た
廩
辛
・
庚
丁
の
時
の
貞
人
の
名
、「
口
」
と
。
卜
辞
、
口
字
の
別
の
一
種

の
用
法
、
乙
八
八
九
二
合
集
二
二
四
○
五
の
「
多
口
」、「
又
乍
余
、
口
十
」

の
如
き
に
至
り
て
は
、「
人
口
」、「
丁
口
」
の
「
口
」
に
相
当
す
る
が
似
（
ご

と
）
し（
58
）。

こ
こ
で
は
「
口
」
の
字
形
は
象
形
だ
と
し
、「
口
を
疾
む
」
の
「
口
」
が
、
そ
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の
本
義
だ
と
し
な
が
ら
、貞
人
の
名
の
「
口
」
と
い
う
固
有
名
詞
や
、人
口
の
「
口
」

の
よ
う
な
使
用
例
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
食
べ
る
「
口
」
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。
後
世
の
熟
語
の
中
に
は
、

い
く
つ
か
、
そ
れ
に
関
す
る
用
例
が
み
え
る
。
さ
き
に
み
た
『
詩
経
』
大
雅
、
生

民
之
什
、
生
民
の
「
以
て
口
食
に
就
く
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
。

他
に
白
川
は
以
下
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。

【
口
爽
】
こ
う
そ
う
（
さ
う
）　

味
の
感
覚
を
失
う
。〔
老
子
、
十
二
〕
五
色

は
人
の
目
を
盲
な
ら
し
め
、
五
音
は
人
の
耳
を
聾
（
ろ
う
）
な
ら
し
め
、
五

味
は
人
の
口
を
爽
（
た
が
）
は
し
む（
59
）。

『
老
子
』
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
五
味
」
と
あ
り
、
味
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前

に
「
五
色
と
目
」、「
五
音
と
耳
」
が
で
て
く
る
た
め
、
食
べ
る
口
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

【
糊
口
】
こ
こ
う　

貧
し
く
く
ら
す
。〔
左
伝
、昭
七
年
〕
其
の
（
正
考
父
の
）

鼎
銘
に
曰
く
、
是
（
こ
こ
）
に

（
せ
ん
）
し
是
に
鬻
（
ゐ
く
）
し
、
以
て

余
が
口
を
糊
す
と
。
其
の
共
（
う
や
う
や
）
し
き
こ
と
是
（
か
く
）
の
如
し
。

こ
れ
は『
春
秋
左
氏
傳
』で
あ
る
が
、鼎
の
銘
文
の
話
と
な
っ
て
い
る
。「
（
せ

ん
）」
は
「
粥
（
か
ゆ
）」
の
こ
と
で
、「
鬻
」
も
ま
た
粥
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

こ
こ
の
口
は
食
べ
る
口
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
「
口
」
が
本
来
、
食
べ
る
口
、
味

わ
う
口
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
基
礎
と
す
る
熟
語
が
な
り
た

つ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、「
口
」
に
関
し
て
は
、
甲
骨
文
に
「
言
う
口
」「
食
べ
る
口
」
の
用
例
が

あ
り
、
後
世
の
熟
語
の
用
例
は
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
人
体
の
口
」
で
あ
る
。

三
、
人
体
の
一
部
と
し
て
の
口

歯
ま
ず
『
字
通
』
か
ら
一
部
分
、
紹
介
す
る
。

【
歯
】（
齒
）

﹇
字
音
﹈
シ　
﹇
字
訓
﹈
は
・
き
ば
・
よ
わ
い
・
た
ぐ
い

説
文　

　
甲
骨　

　

　

金
文　

　

﹇
形
声
﹈
声
符
は
止
（
し
）。
卜
文
に
は
声
符
を
加
え
ず
、
象
形
。〔
説
文
〕

二
下
に
「
口
の
齗
骨
（
ぎ
ん
こ
つ
）
な
り
。
口
齒
の
形
に
象
る
」
と
い
う
。

卜
辞
に
歯
の
疾
を
卜
す
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
齒
に
虫
を
加
え
た
齲
（
む
し

ば
）
を
示
す
字
が
あ
る
。
歯
に
よ
っ
て
獣
畜
の
年
を
知
り
う
る
の
で
齡
（
齢
）
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一
〇
二

と
い
い
、
老
い
て
徳
の
成
就
す
る
こ
と
を
歯
徳
と
い
う（
60
）。

歯
に
関
し
て
白
川
静
の
あ
げ
る
例
以
外
の
も
の
を
紹
介
す
る
。『
甲
骨
文
合
集
』

だ
け
で
歯
の
用
例
は
七
六
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
部
で
あ
る
。

① 

二
五
四
六　

四
九
二
頁
。

歯
一
文
字
と
し
て
釈
さ
れ
て
い
る
。
上
に
は
歯
が
な
く
、

下
に
二
本
あ
る
。

②　

六
四
八
二
正　
　

九
六
七
頁
。（
歯
の
部
分
の
前
後
の
み
切
り
取
り
）

貞
祝
以
之
疒
𠚕
（
齒
）
鼎
𦝠
（
61
）。

歯
は
、
上
に
一
本
、
下
に
二
本
の
よ
う
に
み
え
る
。

『
甲
骨
文
合
集
』
の
歯
の
用
例
七
六
の
う
ち
、
二
八
例
が

「
疒　

」
と
「
歯
」
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
歯
疾
の
例

で
あ
ろ
う
。

他
に
乙
四
六
○
○
に
「
貞
疒
齒
不
隹

（
貞
う
齒
を
疒
（
や
）
む
は
隹
れ
父
乙

の

（
た
た
り
）
な
ら
ざ
る
か（
62
））」、乙
四
六
二
四
に
「
貞
㞢
疒
齒
不
隹
父
乙

（
貞

う
齒
を
疒
（
や
）
む
有
る
は
隹
れ
父
乙
の
蚩
（
た
た
り
）
な
ら
ざ
る
か（
63
））」
と
み

え
る
。

卜
文
に
は
、
声
符
の
部
分
が
な
い
。
そ
の
た
め
口
の
中
に
歯
が
あ
る
象
形
文
字

で
あ
る
。
口
角
の
部
分
は
少
し
上
が
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
は
「
口
」
の

象
形
文
字
と
同
じ
で
あ
る
。
形
は
正
方
形
に
近
い
も
の
が
多
い
。
横
画
は
少
し
た

わ
ん
だ
形
に
な
っ
て
い
る
。
歯
は
、
上
に
一
本
だ
け
の
も
の
、
上
下
に
二
本
ず
つ

の
も
の
、
牙
の
よ
う
に
尖
っ
て
い
る
も
の
、
上
に
二
本
だ
け
の
も
の
、
上
に
は
な

く
下
に
二
本
の
も
の
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
で
あ
る（
64
）。
い
ず
れ
も
歯
間
に
隙
間
の
あ
る
、

す
き
っ
歯
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
形
が
「
口
」
の
象
形
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
歯
を
抜
き
去
っ
た
も
の
が
「
口
耳
の
口
」
と
な
る
。

金
文
は
声
符
の
「
止
（
し
）」
が
つ
き
、
そ
の
影
響
か
、
下
の
口
の
部
分
の
上

部
の
横
画
が
な
く
な
り
、
そ
の
上
に
「
止
」
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
止
」

の
横
画
が
「
口
」
の
上
部
の
横
画
を
代
用
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
篆
書
以
後
の

隷
書
・
楷
書
の
字
形
に
い
た
る
ま
で
、
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
。
な
お
説
文
に
あ
げ

る
「

」
の
字
形
は
、声
符
の
「
止
」
が
な
い
。
甲
骨
文
の
字
形
に
似
て
い
る
が
、

口
中
の
歯
の
あ
ら
わ
し
方
は
、
楷
書
の
八
が
縱
に
三
つ
並
ん
で
い
る
形
で
あ
り
、

実
際
に
歯
が
生
え
て
い
る
状
態
と
は
い
い
が
た
い
。

齲
【
𤘐
】﹇
齲
﹈

﹇
字
音
﹈
ク
・
ウ　
﹇
字
訓
﹈
む
し
ば

説
文　

　
甲
骨　
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﹇
形
声
﹈
声
符
は
禹
（
う
）。
禹
に

（
く
）
の
声
が
あ
る
。〔
説
文
〕
二
下

に
「
齒
の
蠹
（
む
し
く
ひ
）
な
り
」
と
あ
り
、
む
し
ば
を
い
う
。
卜
文
に
齒

（
歯
）
に
虫
を
加
え
た
字
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
む
し
ば
の
字
で
あ
ろ
う（
65
）。

「
虫
（
禹
）」
が
口
の
中
に
入
り
こ
ん
で
い
る
形
。
も
と
に
な
る
口
の
形
は
、
さ

き
に
み
た
歯
と
同
じ
で
あ
る
。
口
角
の
部
分
は
、ほ
ん
の
少
し
上
に
伸
び
て
い
る
。

歯
は
い
ず
れ
も
四
本
で
あ
る
。「
禹
」
は
『
説
文
解
字
』
十
四
下
で
は
「
蟲
也
」

と
蟲（
む
し
）の
形
で
あ
る
。
日
本
語
の
虫
歯
と
近
い
だ
ろ
う
。
虫（
き
）は「（
66
）」

で
蛇
の
形
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
頭
部
は
口
の
形
の
上
部
に
入
り
込
ん
で
い
る
。

白
川
は
「
禹
」
に
つ
い
て
、「
虫
＋
九
。
九
は
竜
の
形
。
雌
雄
の
竜
を
組
み
合

わ
せ
た
形
で
、
洪
水
神
の
禹
を
示
す
。〔
説
文
〕
十
四
下
に
「
蟲
な
り
」
と
す
る（
67
）」

と
述
べ
、「
禹
」
自
体
は
龍
と
解
釈
し
て
い
る
。

舌「
舌（
68
）」
に
つ
い
て
『
字
通
』
は
、

【
舌
】

﹇
字
音
﹈
ゼ
ツ　
﹇
字
訓
﹈
し
た
・
こ
と
ば

説
文　

甲
骨　

　
口
中
よ
り
舌
が
出
て
い
る
形
。
卜
文
の
字
形
は
舌
端
が
分
か
れ
て
い
る
。〔
説

文
〕
三
上
に
「
口
に
在
り
て
言
ひ
、味
を
別
つ
所
以
（
ゆ
ゑ
ん
）
の
者
な
り
」

（
段
注
本
）
と
し
、
ま
た
「
干
口
に
從
ふ
。
干
は
亦
聲
な
り
」
と
す
る
が
、

形
も
声
も
異
な
る
。〔
段
注
〕
に
「
言
は
口
を
犯
し
て
之
れ
を
出
だ
し
、
食

は
口
を
犯
し
て
之
れ
に
入
る
」
と
干
犯
の
義
を
説
く
が
、拘
泥
の
説
で
あ
る
。

〔
六
書
略
〕
に
「
吐
舌
の
形
に
象
る
」
と
す
る
の
が
よ
い
。
卜
文
の
聞
・
㱃

に
は
、
口
舌
の
形
を
そ
え
て
い
る
。

と
述
べ
る
。

「
舌
」
に
関
し
て
は
諸
説
紛
々
で
許
慎（
69
）・
王
国
維（
70
）・
余
水
梁（
71
）・
林
義
光（
72
）・
呉

其
昌（
73
）・
馬
叙
倫（
74
）・
楊
樹
達（
75
）・
于
省
吾（
76
）・
徐
仲
舒（
77
）
に
そ
れ
ぞ
れ
説
が
あ
る
。
舌

の
上
部
は
「
干
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
犯
す
」
と
読
め
る
の
で
、
そ
れ
に
絡
め
て

の
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
白
川
静
は
そ
れ
を
「
拘
泥
の
説
」
と
し
て
し
り
ぞ
け

て
い
る
。
徐
仲
舒
は
木
鐸
の
鐸
舌
と
い
う
。
白
川
静
は
鄭
樵
『
六
書
略
』
巻
三
二

の
「
吐
舌
の
形
に
象
る（
78
）」
を
妥
当
だ
と
し
て
い
る
が
、「
舌
端
が
分
か
れ
」
る
理

由
に
つ
い
て
は
説
明
し
て
い
な
い
。
な
お
舌
を
下
に
出
せ
ば
舌
の
表
側
が
み
え
る

が
、
上
に
向
け
て
出
せ
ば
舌
の
裏
側
が
み
え
る
。
こ
の
形
と
文
字
が
対
応
し
て
い

る
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
仮
に
対
応
し
て
い
た
と
し
て
も
実
際
の
舌

が
こ
の
よ
う
に
み
え
る
と
は
思
え
な
い
。
疑
問
は
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

甘「
甘
」
は
、
そ
れ
自
体
、
部
首
で
あ
る
が
、
そ
の
形
は
口
の
中
に
何
か
含
ん
で

い
る
よ
う
に
み
え
る
。『
字
通
』
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
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四

【
甘
】

﹇
字
音
﹈
カ
ン　
﹇
字
訓
﹈　

か
ぎ
・
あ
ま
い

説
文 

﹇
象
形
﹈
左
右
の
上
部
に
横
に
鍵
を
通
す
錠
の
形
で
、
拑
・
鉗
の
初
文
。
中

に
も
の
を
嵌
入
す
る
意
が
あ
る
。
甘
声
の
字
は
お
お
む
ね
そ
の
声
義
を
承
け

る
。〔
説
文
〕
五
上
に
「
美
な
り
。
口
の
一
を
含
む
に
從
ふ
。
一
は
道
な
り
」

と
甘
美
の
意
と
す
る
が
、
そ
れ
は

・
酣
の
義
を
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

甘
捌
の
字
は
境
が
そ
の
本
字
。
甘
は
も
と
鉗
の
初
文
で
、
首
か
せ
に
施
錠
す

る
意
の
字
で
あ
る
。

﹇
訓
義
﹈

一
、
か
ぎ
、
く
び
か
せ
、
く
び
か
せ
の
か
ぎ
、
は
さ
む
。

二
、
境
と
通
じ
、
あ
ま
い
、
う
ま
い
。

三
、
あ
ま
し
と
す
る
、
あ
ま
ん
ず
る
。

四
、
よ
く
熟
す
る
、
熟
し
て
甘
味
が
あ
る
。

五
、
玉
と
通
じ
、
た
の
し
む
。

で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、﹇
字
訓
﹈
の
「
か
ぎ
」、﹇
訓
義
﹈
の
「
か
ぎ
、
く
び
か
せ
、
く
び

か
せ
の
か
ぎ
、
は
さ
む
」
は
白
川
独
自
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
う
読
む
理
由
は
、﹇
象

形
﹈
に
「
左
右
の
上
部
に
横
に
鍵
を
通
す
錠
の
形
で
、
拑
・
鉗
の
初
文
。
中
に
も

の
を
嵌
入
す
る
意
が
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
る
。

白
川
は
、『
説
文
解
字
』
の
字
形
し
か
あ
げ
な
い
が
、
じ
つ
は
、
甲
骨
文
に
多

数
の
例
が
あ
り
、『
甲
骨
文
編
』
に
は
十
九
例
引
か
れ
、『
続
甲
骨
文
編
』
で
は
、

さ
ら
に
三
例
、
追
加
し
て
い
る
。

甲
骨
の
中
か
ら
二
例
あ
げ
る
。

①
甲
骨
文
合
集
一
〇
九
三
六
、
殷

于
甘
抒

按
：
从
口
含
一
、「
一
」
指
口
中
所
食
。

②
甲
骨
文
合
集
二
七
一
四
、
殷

﹇
癸
﹈
亥
卜
、﹇
貞
﹈
…
…
祖
丁
其
…
…
甘
饗
。

他
の
例
も
、
白
川
の
い
う
、「
左
右
の
上
部
に
横
に
鍵
を
通
す
錠
の
形
」
で
は

な
い
。
西
周
金
文
に
は
な
く
、
戦
国
晩
期
の
金
文
に
右
側
だ
け
、
ほ
ん
の
少
し
横

に
出
る
例
が
あ
る
。
包
山
楚
簡
・
郭
店
楚
墓
竹
簡
老
子
甲
編
・
上
海
博
物
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
孔
子
詩
論
・
秦
陶
文
・
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
老
子
甲
本
・
同
戦
国
縦
横
家

書
に
は
な
い
。『
先
秦
貨
幣
文
編
』
で
は
、
十
八
例
の
う
ち
、
七
例
が
「
左
右
の

上
部
に
横
に
鍵
を
通
す
錠
の
形
」
と
な
る
。
漢
印
の
中
に
左
右
の
上
部
に
横
に
出

る
例
が
あ
る
が
、
出
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
の
あ
と
、
後
漢
の
隷
書
あ
た
り
か
ら
、

左
右
の
上
部
に
横
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
楷
書
の
字
形
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

用
例
を
見
る
か
ぎ
り
、
確
実
に
「
左
右
の
上
部
に
横
に
鍵
を
通
す
錠
の
形
」
と

な
る
の
は
後
漢
以
降
の
字
形
で
あ
る
。
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①
の
例
に
対
し
て
、「
口
に
从
い
て
一
を
含
む
、「
一
」
は
口
中
の
食
す
る
所
を

指
す
」
と
い
う
の
は
、「
口
耳
の
口
」
の
、「
食
べ
る
口
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

②
の
用
例
の
「
甘
饗
」
も
「
食
べ
る
口
」
と
関
連
し
そ
う
で
あ
る
。

欠
人
体
の
上
に
身
体
の
一
部
の
器
官
が
、
く
っ
つ
い
て
、
そ
の
機
能
を
強
調
す
る

よ
う
な
文
字
構
成
の
も
の
が
あ
る
。

『
字
通
』
は
「
欠（
79
）」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

【
欠
】

﹇
字
音
﹈
ケ
ン　
﹇
字
訓
﹈
あ
く
び

説
文 

甲
骨 

﹇
象
形
﹈
人
が
口
を
開
い
て
立
つ
形
。
口
気
を
発
し
、
こ
と
ば
を
い
い
、
歌

い
叫
ぶ
と
き
の
形
で
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
示
す
字
に
用
い
る
。〔
説
文
〕

八
下
に
「
口
を
張
り
て
气
悟
（
も
と
）
る
な
り
。
气
、
儿
（
じ
ん
）（
人
）

上
よ
り
出
づ
る
の
形
に
等
る
」
と
す
る
が
、口
を
開
い
て
欠
伸
（
け
ん
し
ん
）

す
る
意
で
、あ
く
び
を
い
う
。
粤
（
え
つ
）
俗
に
は
今
も
欠

（
け
ん
き
よ
）

と
い
う
語
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
あ
く
び
・
く
さ
め
を
い
う
。

﹇
訓
義
﹈

一
、
あ
く
び
、
く
さ
め
。

以
下
、『
新
甲
骨
文
編（
80
）』
が
「
欠
」
と
し
た
も
の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

① 『
甲
骨
文
合
集
』
九
一
四
反　

賓
組　

 

②
同
一
八
○
○
七　

賓
組

③
同
一
八
○
○
八　

賓
組　
　
　

 

④
同　

七
二
三
五　

賓
組

⑤
同
二
一
四
七
五
反　

子
組　
　

 

⑥
屯
九
四
二　

何
組

い
ず
れ
も
、側
身
形
の
身
体
の
上
に
「
口
」
が
横
向
き
に
つ
い
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
「
口
」
は
人
の
横
顔
の
「
口
」
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。「
口
」
自
体
は
正

面
形
で
あ
ろ
う
。
目
を
側
身
形
の
人
に
く
わ
え
た
「
見
（
（
81
））」
の
目
は
、「
目
」

を
一
つ
し
か
描
か
な
い
が
、
こ
れ
も
横
顔
の
「
目
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し

「
聞
（
（
82
））」
の
「
耳
」
の
場
合
は
正
面
形
と
い
う
よ
り
も
、
側
面
か
ら
み
た
と

こ
ろ
の
よ
う
に
み
え
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
「
口
」「
目
」「
耳
」
と
い
う
機
能
を

あ
ら
わ
す
も
の
を
側
身
形
の
身
体
の
上
に
加
え
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
場
合
、

身
体
が
側
身
形
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、と
く
に
影
響
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
身
体
が
側
身
形
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
、
目
、
耳
、
口
を



口
耳
の
口

一
〇
六

横
か
ら
見
た
所
に
合
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
形
状
が
は
っ
き
り
と
認
識

で
き
る
角
度
か
ら
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
目
」

と
「
口
」
は
正
面
か
ら
見
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
耳
」
に
つ
い
て
は
正
面
か
ら
み

て
も
形
は
認
識
で
き
る
が
、
側
面
か
ら
見
た
も
の
の
方
が
よ
り
は
っ
き
り
と
形
状

が
わ
か
る
。
興
味
ぶ
か
い
の
は
白
川
が
「
聞
」
と
し
て
あ
げ
る
「
a

  

b
（
83
）」

で
あ
る
。
白
川
は
「
卜
文
の
聞
字
に
、
口
の
あ
た
り
に
手
を
近
づ
け
て
い
る
形
の

も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
以
聞
（
い
ぶ
ん
）（
天
子
に
奏
上
す
る
こ
と
）」
を
い
う

形
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
甲
骨
文
は
い
ず
れ
も
「
耳
」
と
「
口
」

が
あ
わ
さ
っ
た
形
で
あ
り
、
a
は
、
ほ
と
ん
ど
「
耳
」
に
隠
れ
る
も
の
の
、「
口
」

の
開
口
部
の
み
、
わ
ず
か
に
見
え
る
。
b
は
「
口
」
と
「
耳
」
が
重
な
る
。
ａ
ｂ

と
も
に
「
耳
」
は
右
耳
の
形
に
み
え
る
が
、
い
ず
れ
も
左
向
き
の
側
身
形
に
つ
い

て
い
る
。
た
だ
し
、「
口
」
の
開
口
部
は
、側
身
形
の
身
体
の
向
き
に
あ
っ
て
い
る
。

b
は
「
手
」
の
左
右
に
「
点
」
が
二
つ
分
か
れ
て
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
口
」
か

ら
出
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
白
川
の
解
釈
に
よ
れ
ば
「
奏
上
」
と
な
り
、
そ
れ
だ
と

「
言
葉
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
口
を
手
で
覆
う
の
は
、
口
を
扇
で
覆
う
こ
と
に

つ
な
が
り
、
後
世
、
礼
儀
の
範
疇
で
理
解
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
来
は
、「
気
」

「
唾
」な
ど
が
相
手
に
直
接
、あ
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
禁
忌
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
「
気
」
や
「
唾
」
が
魂
的
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
言
葉
」

で
あ
っ
て
も
同
様
考
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑥
は
側
身
形
で
立
つ
。
そ
れ
以
外
は
跪
坐
し
て
い
る
。
右
向
き
の
も
の
が
三
、

左
向
き
が
三
で
あ
る
。
⑥
は
口
の
中
に
何
か
み
え
る
。
あ
く
び
、
あ
る
い
は
、
く

さ
め
の
時
の
「
気
」
で
は
な
い
か
。
②
④
は
口
が
少
し
す
ぼ
ま
っ
て
み
え
る
。
①

②
③
④
⑤
は
、
本
来
、
口
の
内
側
に
あ
た
る
横
画
と
側
身
形
の
身
体
の
線
が
一
画

で
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
早
く
描
く
た
め
の
画
数
の
省
略
化
で
あ
る
。

甲
骨
文
に
も
早
書
き
の
草
書
の
端
緒
が
み
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
欠
」
は
「
人
が
口
を
開
い
て
立
つ
形
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
口
耳
の
口
」
で
あ

る
。
側
身
形
で
あ
っ
て
口
の
開
口
部
が
左
あ
る
い
は
右
側
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
容
器
の
「
口
」
で
あ
れ
ば
、
こ
ぼ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。「
欠
（
け
ん
）」

は
文
字
の
訓
義
と
し
て
は
「
あ
く
び
、
く
さ
め
」
だ
が
、
そ
れ
に
く
わ
え
て
、「
口

気
を
発
し
、
こ
と
ば
を
い
い
、
歌
い
叫
ぶ
と
き
の
形
で
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
示

す
字
に
用
い
る
」
と
し
て
お
り
、「
こ
と
ば
」
や
「
歌
」
を
も
含
め
て
の
説
明
と
な
っ

て
い
る
。「
歌
」
に
も
「
欠
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
欠
」
が
「
口
耳
の
口
」
を
示
す
文
字
で
あ
る
た
め
、「
欠
」
を
構
成
要
素
に
も

つ
文
字
も
、「
口
耳
の
口
」
の
意
味
も
つ
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
文
字
を
簡
単
に
紹

介
す
る
。

旡『
字
通
』
の
「
旡（
84
）」
で
あ
る
。

【
旡
】

﹇
字
音
﹈
キ　
﹇
字
訓
﹈
む
せ
ぶ

説
文　

　
甲
骨　

﹇
象
形
﹈
人
が
後
ろ
向
き
に
な
っ
て
口
を
開
く
形
。
欠
（
け
ん
）
の
反
文
で
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あ
る
。〔
説
文
〕
八
下
に
「
飮
食
の
气
、

（
ぎ
や
く
）
に
し
て
息
す
る
を

得
ざ
る
を
旡
と
曰
ふ
」
と
あ
り
、
食
し
終
え
る
こ
と
を
既
と
い
う
。
既
は
食

（
㿝
）
を
前
に
し
て
頭
を
そ
む
け
る
形
で
、
十
分
に
食
し
既
る
意
。

・
慨

は
み
な
既
に
従
い
、
そ
の
よ
う
な
反
顧
の
姿
勢
を
い
う
。

﹇
訓
義
﹈

一
、
む
せ
ぶ
、
い
き
づ
ま
る
。

二
、
つ
き
る
。

以
下
、『
新
甲
骨
文
編（
85
）』
が
「
旡
」
と
し
た
も
の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

① 『
甲
骨
文
合
集
』
一
三
五
八
七　

賓
組　

 
②
同
一
八
○
○
六　

賓
組

③
同
三
○
二
八
六　

無
名
組 　
　
　
　
　
　

 

④
同
二
一
四
七
六　

子
組

い
ず
れ
も
、
口
の
開
口
部
は
、
身
体
の
向
き
と
反
対
側
に
向
い
て
い
る
。
い
ず
れ

も
跪
坐
し
て
い
る
。
さ
き
ほ
ど
の
「
欠
」
か
ら
「
口
」
の
向
き
の
み
が
か
わ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
白
川
静
の
あ
げ
る
甲
骨
文
は
「
旡
」
で
は
な
く
、「
欠
」
の
右
向
き
の

も
の
の
よ
う
に
み
え
る
。
さ
き
に
「
欠
」
の
例
と
し
て
あ
げ
た
『
甲
骨
文
合
集
』

一
八
○
○
七　

賓
組
の
文
字
と
同
じ
に
み
え
る
。『
説
文
解
字
』
自
体
の
篆
書
形

も
同
様
に
「
欠
」
の
右
向
き
の
も
の
で
あ
る
。
古
文
の
形
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
と

思
わ
れ
る
。

次『
字
通
』
の
「
次（
86
）」
で
あ
る
。

﹇
字
音
﹈
ジ　
﹇
字
訓
﹈
な
げ
く
・
つ
ぐ
・
つ
ぎ
・
や
ど
る

説
文　

　
甲
骨　

　
金
文　

　

﹇
象
形
﹈
人
が
咨
嗟
（
し
さ
）
し
て
な
げ
く
形
。
口
気
の
も
れ
て
い
る
姿
で

あ
る
。〔
説
文
〕
八
下
に
「
前
（
す
す
）
ま
ず
。
畔
（
く
は
）
し
か
ら
ざ
る

な
り
」
と
し
、
二
（
に
）
声
と
す
る
が
、
二
に
従
う
字
で
は
な
く
、〔
説
文
〕

の
訓
義
の
意
も
知
ら
れ
な
い
。
次
は
咨
（
な
げ
）
き
訴
え
る
そ
の
口
気
を
示

す
形
。
咨
は
祈
る
と
き
、そ
の
口
気
を
祝
詞
の
「

（
さ
い
）」
に
加
え
る
形
。

神
に
憂
え
咨
（
な
げ
）
い
て
訴
え
、
神
意
に
諮
（
は
か
）
る
こ
と
を
い
い
、

咨
は
諮
の
初
文
。
そ
の
た
ち
嘆
く
さ
ま
を
姿
と
い
う
。
第
二
・
次
第
の
意
は
、

お
そ
ら
く
く
り
か
え
す
こ
と
か
ら
、
ま
た
「
次
（
や
ど
）
る
」
は
軍
行
の
と

き
に
用
い
る
も
の
で
、
古
く
は
「
肆
（
し
）」
の
字
義
に
あ
た
り
、
音
を
以

て
通
用
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
古
文
の
字
形
は
、
他
に
徴
す
べ
き
も
の
が
な



口
耳
の
口

一
〇
八

く
、
中
島
竦
の
〔
書
契
淵
源
〕
に
、
婦
人
の
首
飾
り
を
〔
儀
礼
、
士
冠
礼
〕

に
次
と
称
し
て
お
り
、そ
の
象
形
の
字
で
あ
ろ
う
と
い
う
。〔
説
文
〕の
解
は
、

〔
易
、
夬
、
九
四
〕「
其
の
行
、
次
且
（
じ
し
ょ
）」
の
語
に
よ
っ
て
解
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
次
且
は
二
字
連
語
、
そ
こ
か
ら
次
の
字
義
を
導
く
こ
と

は
で
き
な
い
。

﹇
訓
義
﹈

一
、
な
げ
く
、
た
ち
な
げ
く
。

二
、
な
げ
き
う
っ
た
え
る
、
な
げ
き
は
か
る
。
の
ち
咨
・
諮
を
用
い
る
。

三
、
か
さ
ね
つ
づ
け
る
、
つ
ぐ
、
つ
ぎ
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
。

四
、
な
ら
ぶ
、
順
序
に
し
た
が
う
、
つ
い
で
、
序
列
、
そ
の
な
ら
ぶ
と
こ
ろ
。

五  

、
肆
（
し
）
と
通
用
し
、
や
ど
る
、
軍
が
や
ど
る
。
肆
は
軍
の
駐
屯
地
に

標
木
を
立
て
た
形
。
陣
屋
、
か
り
に
や
ど
る
。

六
、
旅
の
や
ど
り
、
や
ど
、
た
び
、
そ
の
と
き
、
あ
い
だ
。

七
、
そ
の
ほ
と
り
、
か
た
わ
ら
。

『
漢
字
文
物
大
系
』
は
甲
骨
文
の
形
を
あ
げ
て
い
な
い
。
金
文
か
ら
あ
げ
る
。

白
川
は
、「
人
が
咨
嗟
（
し
さ
）
し
て
な
げ
く
形
。
口
気
の
も
れ
て
い
る
姿
で
あ
る
。

…
次
は
咨
（
な
げ
）
き
訴
え
る
そ
の
口
気
を
示
す
形
。
咨
は
祈
る
と
き
、
そ
の
口

気
を
祝
詞
の
「

（
さ
い
）」
に
加
え
る
形
。
神
に
憂
え
咨
（
な
げ
）
い
て
訴
え
、

神
意
に
諮
（
は
か
）
る
こ
と
を
い
い
、
咨
は
諮
の
初
文
。
そ
の
た
ち
嘆
く
さ
ま
を

姿
と
い
う
」
と
述
べ
る
。

こ
こ
も
、口
耳
の
口
と
「

（
さ
い
）」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
白
川
は
「
口

気
」
と
述
べ
る
。「

（
さ
い
）」
に
対
し
て
何
ら
か
の
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
一
つ
が
口
気
を
吹
き
か
け
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
口
気
」
は

物
質
的
な
気
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
魂
的
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、「

（
さ
い
）」
は
単
独
で
は
意
味
を
な
し
が
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。「
（
さ
い
）」
に
対
し
て
魂
的
な
も
の
で
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
。『
字

統
』・『
字
通
』
は
単
独
文
字
と
し
て
の
「

（
さ
い
）」
は
収
録
し
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
上
記
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な

い
。

㳄『
字
通
』
の
「
㳄
（
87
）」
で
あ
る
。

【
㳄
】﹇
涎
﹈

﹇
字
音
﹈
セ
ン
・
エ
ン　
﹇
字
訓
﹈
よ
だ
れ
・
う
ら
や
む

説
文　

﹇
会
意
﹈
水
＋
欠
（
け
ん
）。
欠
は
人
が
口
を
開
く
形
。〔
説
文
〕
八
下
に
「
慕

欲
（
ぼ
よ
く
）
の
口
液
な
り
」
と
あ
り
、
品
の
初
文
。
重
文
に
両
水
に
従
う

形
の
字
が
あ
り
、
金
文
の
盜
（
盗
）
の
字
は
そ
の
形
に
従
う
。

﹇
訓
義
﹈

一　

よ
だ
れ
。

二　

う
ら
や
む
、
ほ
し
が
る
。

三　

流
れ
る
さ
ま
、
つ
ら
な
る
さ
ま
。
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『
字
通
』
は
『
説
文
』
の
例
し
か
示
さ
な
い
が
、『
新
甲
骨
文
編
』
に
は
二
一
の

例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
『
中
国
漢
字
文
物
大
系（
88
）』
の
中
か
ら
二
例
を

提
示
し
た
い
。

① 『
甲
骨
文
合
集
』
一
九
九
四
五　

殷　

 

②
同
八
三
一
七　

殷

…
壹
翌
父
乙
㳄 

…

不
㳄

「
欠
」
の
上
部
の
横
向
き
の
口
か
ら
、
液
体
の
よ
う
な
も
の
が
で
て
き
て
い
る

形
で
あ
る
。『
中
国
漢
字
文
物
大
系
』
で
は
「
本
義
、
羨
慕
す
る
所
有
り
て
津
液

を
生
ず
る
を
指
す
。
字
、
甲
骨
文
に
見
ゆ
。
或
い
は
口
液
外
に
流
る
る
を
象
り
、

或
い
は
口
液
滋
（
い
よ
い
）
よ
口
内
に
生
ず
る
を
象
る
…（
89
）」
と
あ
る
。『
新
甲
骨

文
編
』
に
あ
げ
ら
れ
る
字
形
は
、
側
身
形
で
立
つ
も
の
、
跪
坐
す
る
も
の
、
舌
を

出
す
も
の
、
手
が
つ
く
も
の
等
が
あ
る
。
中
か
ら
外
に
噴
射
し
て
い
る
こ
と
を
あ

ら
わ
す
た
め
、
口
の
入
り
口
は
外
向
き
に
広
が
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

盗『
字
通
』
の
「
盗（
90
）」
で
あ
る
。

【
盗
】（
盜
）

﹇
字
音
﹈
ト
ウ
（
タ
ウ
）　
﹇
字
訓
﹈
ぬ
す
む
・
と
る

説
文　

金
文　

﹇
会
意
﹈
旧
字
は
盜
に
作
り
、
㳄
（
ぜ
ん
）
＋
皿
（
べ
い
）。
皿
は
お
そ
ら
く

も
と
血
に
作
り
、
血
盟
の
盤
。
そ
れ
に
㳄
（
唾
）
し
て
こ
れ
を
け
が
し
、
無

効
と
す
る
行
為
を
い
う
。
血
盟
に
離
叛
し
、
共
同
体
の
盟
約
か
ら
逸
脱
す
る

も
の
で
、〔
左
伝
〕に
お
い
て
盗
と
よ
ば
れ
て
い
る
者
は
、み
な
亡
命
者
で
あ
っ

た
。
…

『
字
通
』
は
金
文
と
『
説
文
』
の
例
し
か
示
さ
な
い
が
、『
新
甲
骨
文
編
』
に
は

一
例
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
『
中
国
漢
字
文
物
大
系（
91
）』
に
あ
げ
ら
れ
る
も

の
を
示
す
。

①
『
甲
骨
文
合
集
』
八
三
一
五　

殷

丙
寅
卜
、

其
盗

「
㳄
」
よ
り
派
生
し
て
き
た
文
字
で
あ
ろ
う
。「
口
」
の
形
は
外
向
き
に
広
が
っ

て
い
る
。
白
川
は
、
盤
に
「
唾
」
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。「
唾
」
は
呪
術
的
な
意

味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
馬
王
堆
漢
墓
出
土
の
『
五
十
二
病
方
』
に
も
唾

を
使
用
し
た
呪
術
が
記
さ
れ
る
。
拙
著
で
も
「
唾
や
洟
（
は
な
み
ず
）
な
ど
の
体

液
は
、
な
に
が
し
か
魂
の
一
部
分
を
含
む
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う（
92
）」
と

魂
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。



口
耳
の
口

一
一
〇

吹『
字
通
』
の
「
吹（
93
）」
で
あ
る
。

【
吹
】

﹇
字
音
﹈
ス
イ　
﹇
字
訓
﹈
ふ
く

説
文　

甲
骨　

　
金
文　

　

﹇
会
意
﹈
口
＋
欠
（
け
ん
）。〔
説
文
〕
口
部
二
上
に
「
嘘
（
う
そ
ぶ
）
く
な
り
」、

ま
た
欠
部
八
下
に
「
气
を
出
だ
す
な
り
」
と
あ
っ
て
、
重
出
。
卜
文
に
は
口

を
開
い
て
息
を
吹
く
人
の
側
身
形
に
作
り
、
象
形
。
金
文
は
そ
の
形
に
ま
た

（
さ
い
）
を
加
え
て
お
り
、

（
さ
い
）
は
祝
禱
や
詛
盟
を
収
め
る
器
の

象
。
こ
れ
を
吹
く
の
は
、
そ
の
呪
能
を
妨
げ
る
た
め
の
呪
的
な
行
為
と
考
え

ら
れ
る
。
欠
部
の
字
に
は
、
歇
・
款
・
欲
・
歌
・
歐
（
欧
）
な
ど
、
古
代
の

呪
儀
に
関
す
る
字
が
多
い
。

﹇
訓
義
﹈

一
、
ふ
く
、
ふ
き
か
け
る
、
息
を
ふ
き
か
け
る
。

二
、
風
が
ふ
く
、
ふ
き
動
か
す
、
か
ぜ
。

三
、
楽
器
を
ふ
く
、
ふ
き
な
ら
す
、
吹
奏
の
器
。

白
川
は
、
こ
の
あ
と
、「〔
詩
、
小
雅
、
何
人
斯
〕
に
「
伯
氏
壎
（
く
ん
）
を
吹

き　

仲
氏
（
ち
）
を
吹
く
」
の
下
句
に
「
此
の
三
物（
94
）を
出
だ
し
て　

以
て
爾
（
な

ん
ぢ
）
を
詛
（
の
ろ
）
ふ
」
と
あ
り
、
も
の
を
吹
く
こ
と
は
、
呪
詛
的
な
意
味
を

も
つ
こ
と
が
あ
っ
た（
95
）」
と
述
べ
て
い
る
。
白
川
の
こ
の
部
分
の
訳
は
「
こ
の
お

供
え
も
の
で　

そ
な
た
を
詛
（
の
ろ
）
っ
て
や
る（
96
）」
で
あ
る
。
な
お
小
林
一
郎

は
「
詛
（
ち
か
）
は
ん（
97
）」
と
訳
し
て
お
り
、「
の
ろ
う
」
で
は
な
い
。

「
息
」
は
呼
吸（
98
）と
関
連
す
る
。
息
に
よ
っ
て
魂
を
吹
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
る
例
は
多
く
あ
る（
99
）。
こ
こ
で
は
中
国
の
少
数
民
族
の
事
例
を
あ
げ
よ
う
。

土
を
こ
ね
て
作
っ
た
人
形
に
対
し
、「
…
人
間
の
姿
形
は
で
き
ま
し
た
が
、
血
も

通
わ
ね
ば
、
呼
吸
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
大
神
は
人
間
の
体
に
、「
フ
ー
」

と
息
を
吹
き
か
け
ま
し
た
。
と
た
ん
に
、
体
に
血
が
流
れ
、
呼
吸
を
は
じ
め
ま

し
た（

100
）」
が
あ
る
。
日
本
の
例
で
、な
お
か
つ
、息
を
吹
き
込
ま
な
い
楽
器
だ
が
、「
弾

琴
は
時
代
に
よ
っ
て
意
味
に
違
い
が
あ
り
、
も
と
は
た
ま
ふ
り
（
魂
振
り
）
や
神

の
言
葉
を
聞
く
託
宣
の
手
段
だ
っ
た（

101
）」
と
み
え
る
。
楽
器
は
「
魂
振
り
」
と
密

接
に
関
わ
り
、
神
の
託
宣
と
も
関
連
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
楽
器
に
つ
い

て
白
川
は
「
詛
（
の
ろ
）
ふ
」
こ
と
と
も
関
わ
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
楽
器
を
吹

く
と
い
う
。

① 『
甲
骨
文
合
集
』
九
三
五
九 

殷
。「
吹
入（

102
）」。　

②
同
二
○
三
○
一

組
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③
同
一
八
○
一
○ 

賓
組　
　
　
　
　

④
同
九
三
五
九 

賓
間

⑤
同
九
三
六
二 
賓
間　
　
　
　

⑥
英
二
三
六
四　

正 

歴
組

⑥
英
二
六
七
四　

正 

歴
組

「
吹
」
は
、「

（
さ
い
）」
を
吹
い
て
い
る
よ
う
す
で
あ
る
。
右
向
き
あ
る
い

は
左
向
き
の
側
身
形
で
跪
坐
し
た
姿
の
上
に
つ
い
て
い
る
「
口
」
は
口
耳
の
口
で

あ
り
、
そ
れ
に
向
か
い
合
う
「
口
」
は
「

（
さ
い
）」
な
の
で
あ
ろ
う
。
②
は

口
耳
の
口
は
下
向
き
に
あ
ら
わ
さ
れ
、
そ
れ
に
向
き
合
う
形
で
「

（
さ
い
）」

が
え
が
か
れ
る
。
⑤
の
「

（
さ
い
）」
は
上
向
き
で
あ
る
。『
殷
周
金
文
集
成
』

二
一
七
九
、
五
四
二
八
も
「

（
さ
い
）」
は
上
を
向
い
て
い
る
。

口
耳
の
口
と
「

（
さ
い
）」
が
向
き
合
う
も
の
は
、「
吹
」
の
文
字
通
り
、
容

器
に
息
を
吹
き
込
む
形
に
み
え
る
。
⑤
お
よ
び
⑥
は
口
耳
の
口
か
ら
何
か
出
て
い

る
よ
う
す
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。「
㳄
」
や
「
盗
」
に
似
て
い
る
。
そ
れ
が
「
唾
」

な
の
か
、「
気
」
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
声
」
な
の
か
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

そ
れ
を
「

（
さ
い
）」
に
吹
き
入
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

飲『
字
通
』
の
飲（

103
）で
あ
る
。

【
飲
】（
飮
）﹇

﹈ ﹇
㱃
﹈

﹇
字
音
﹈
イ
ン
・
オ
ン　
﹇
字
訓
﹈
の
む
・
み
ず
か
う

説
文　

　

　

甲
骨　

　

　

　

金
文　

こ
こ
で
は
字
形
の
み
あ
げ
る
。
白
川
が
、
甲
骨
文
と
し
て
あ
げ
る
字
形
に
は
、

「
欠
」
の
な
い
も
の
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。「

は
「
酉
（
酒
甕
）」
の
上
部
に
「
今

（

＝
口
）」
が
つ
く
形
で
あ
る
。「

」
は
下
向
き
で
「
酉
」
に
向
か
っ
て
開
い

て
い
る
。
そ
れ
に
さ
ら
に
「
欠
」
が
つ
い
て
「
㱃
﹈
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の

文
字
は
「
口
」
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

『
甲
骨
文
合
集
』
七
七
五
正
、
殷



口
耳
の
口

一
一
二

王
其
㱃
（
104
）。

こ
の
文
字
で
は
、
口
か
ら
舌
が
出
て
お
り
、
酒
甕
の
よ
う
な
容
器
か
ら
、
酒
あ

る
い
は
水
な
ど
の
液
体
を
飲
も
う
と
し
て
い
る
様
子
で
あ
ろ
う
。
口
か
ら
は
、
気

な
ど
を
出
す
場
合
と
、水
な
ど
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
場
合
に
わ
か
れ
る
。「
欠
」

は
出
入
の
両
義
を
も
つ
が
、「
飲
」
は
「
入
」
と
関
わ
る
。

「
欠
」
を
構
成
要
素
と
す
る
甲
骨
文

意
味
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
も
「
欠
」
を
構
成
要
素
と
す
る
文
字
が
あ

る
。
甲
骨
文
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
あ
と
使
用
さ
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
が
会
意
文

字
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

の
「
攴
」
は
、
手
に
枝
を
も
ち
、
も
の
を
撃
つ
形
で
あ
る
。

① 『
甲
骨
文
合
集
』
一
八
○
○
九　

賓
組（

105
）　

　

②
同
三
○
七
七
九　

何
組（

106
）

『
字
通
』
攴（

107
）は
、

【
攴
】

﹇
字
音
﹈
ボ
ク　
﹇
字
訓
﹈
う
つ

説
文　

甲
骨　

﹇
会
意
﹈
卜
（
ぼ
く
）
＋
又
（
ゆ
う
）。
卜
は
木
の
枝
の
形
。
こ
れ
で
も
の
を

撃
つ
こ
と
を
い
う
。〔
説
文
〕
三
下
に
「
小
（
す
こ
）
し
く
撃
つ
な
り
」
と
し
、

卜
（
ぼ
く
）
声
と
す
る
が
、
卜
文
の
字
形
は
、
小
さ
な
枝
を
も
つ
形
で
あ
る
。

攴
の
声
は
、
も
の
を
う
つ
と
き
の
音
で
あ
る
。

﹇
訓
義
﹈

一
、
う
つ
、
か
る
く
う
つ
。

二
、
む
ち
う
つ
。

と
す
る
。

そ
し
て
﹇
部
首
﹈
の
と
こ
ろ
に
、「
…
改
・
譲
・
赦
・
敗
・
敲
は
、
そ
れ
ぞ
れ

呪
的
な
行
為
の
意
味
で
殴
撃
す
る
形
の
字
。
敲
は
ま
た

に
作
り
、
攴
・
又
・

殳
（
し
ゆ
）
の
間
に
互
い
に
出
入
す
る
関
係
の
も
の
が
あ
る
」
と
い
う
。

同
三
二
七
五
七　

歴
組（

108
）
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「
鬳
」
に
関
し
て
、

『
字
通
』
献（

109
）は
、

﹇
訓
義
﹈

一
、
牲
犬
で
清
め
た
献
器
、
神
に
そ
な
え
さ
さ
げ
る
も
の
を
入
れ
る
。
た
て

ま
つ
る
、
さ
さ
げ
る
、
す
す
め
る
。

と
す
る
。

「
鬳
」
自
体
は
「
こ
し
き
」
で
あ
る
。
犠
牲
の
「
犬
」
で
「
鬳
」
を
清
め
る
と

い
う
。

は
、「
犬
」
の
か
わ
り
に
「
欠
」
が
入
っ
て
い
る
。「
欠
」
は
先
に
考
察

し
た
よ
う
に
「
息
」
と
い
う
「
気
」
を
吹
き
か
け
る
、
あ
る
い
は
「
唾
」
を
吹
き

か
け
る
な
ど
、
口
か
ら
「
気
」
あ
る
い
は
「
液
体
」
な
ど
を
出
し
て
い
る
様
子
で

あ
る
。「
犬
」
で
清
め
る
な
ら
ば
、「
欠
」
も
ま
た
何
ら
か
の
呪
術
的
行
為
を
行
っ

て
い
る
と
み
な
し
う
る
だ
ろ
う
。

同
一
八
○
一
五　

賓
組（

110
）。

こ
こ
は
「

」
と
「
欠
」
が
合
わ
さ
っ
た
文
字
で
あ
る
。
楷
書
の
「
歄
」
に
隷

定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。「
歄
」
で
あ
れ
ば
、梁
、顧
野
王
『
重
修
玉
篇
』
は
姽
、

宋
司
馬
光
『
類
篇
』
は
姽
、
弱
な
ど
、
と
み
え
る
。

し
か
し
、こ
こ
で
は
「

」
に
対
し
て
息
を
吹
き
か
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

「

」
に
つ
い
て
は
、「「

」
と
い
う
文
字
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
骨
」
で
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
そ
の
解
釈
は
人
骨
と
獣
骨
に
分
か
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に

し
て
も
、
そ
こ
に
霊
魂
が
憑
り
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
的
な
意
味
が
生
じ
る
と

い
う
確
た
る
認
識
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
文
字
以
前
に
霊
魂
が
憑
り
つ
く
と
い

う
認
識
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
文
字
は
作
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る（

111
）」
と
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。

「

」
の
「

」
に
対
し
て
息
を
吹
き
か
け
る
よ
う
な
行
為
は
実
際
に
行
わ
れ

な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
一
四
一
五
七　

賓
組（

112
）。
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人
の
後
ろ
か
ら
、
息
を
吹
き
か
け
て
い
る
よ
う
な
形
で
あ
る
。
落
合
は
「
会

意
？
／
形
声
（
亦
声
）。
人
と
口
を
開
け
た
人
の
形
で
あ
る
欠
（
け
ん
）
に
従
う
。

甲
骨
文
字
で
は
恩
恵
を
降
す
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
内
容
は
記
さ

れ
て
お
ら
ず
、
字
形
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
。
…  

①
帝
が
恩
恩
恵
を
く
だ

す
こ
と
。
庚
戌
卜
貞
、
侑
、
庶
秋
、
惟
帝
令
㐸
（
113
）」
と
す
る
。
こ
こ
で
は
呪
詛
で

は
な
く
、
恩
恵
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

「
欠
」
を
構
成
要
素
と
す
る
文
字

「
欠
」
を
構
成
要
素
と
す
る
文
字
は
右
に
あ
げ
た
も
の
以
外
に
、「
欲
」（
詛
楚

文
に
あ
り
）・「
歌
」・「
歐
」
が
「

（
さ
い
）」
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
た

ん
な
る
形
声
文
字
で
あ
れ
ば
、
音
だ
け
を
借
り
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

会
意
文
字
的
な
形
声
と
と
れ
ば
、「
口
」
と
「

（
さ
い
）」
の
二
つ
の
意
味
の
組

み
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
も
甲
骨
文
に
は
な
い
文
字
で
あ
り
、
今

回
の
考
察
か
ら
は
外
し
た
が
、
興
味
ぶ
か
い
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

「
口
耳
の
口
」
と
白
川
の
い
う
「

（
さ
い
）」
は
見
た
と
こ
ろ
区
別
が
つ
か
な

い
。
落
合
も
「
甲
骨
文
字
の
段
階
で
は
ほ
ぼ
同
化
し
て
お
り
、
字
形
か
ら
両
者
を

識
別
す
る
こ
と
は
困
難（

114
）」
と
述
べ
る
。
そ
こ
で
確
実
に
「
口
耳
の
口
」
だ
と
わ

か
る
も
の
を
ま
ず
抽
出
し
て
み
た
。
青
銅
器
の
人
面
に
み
え
る
「
目
」
は
甲
骨
文

の
「
目
」
に
似
る
。
そ
れ
な
ら
ば
そ
こ
に
み
え
る
「
口
」
も
「
甲
骨
文
」
の
口
に

近
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
そ
の
「
口
」
の
形
に
つ
い
て
考
察
し
た
。「
歯
」
が
あ
る

も
の
が
多
い
。
口
を
閉
じ
る
形
は
少
な
く
、
あ
け
て
い
る
も
の
が
多
い
。「
口
」

は
あ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
言
」
い
、「
食
」
べ
、
さ
ら
に
は
気
を
吹
き
か
け
、

唾
を
飛
ば
す
と
い
う
、
は
た
ら
き
か
け
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

甲
骨
文
で
確
実
に
「
口
」
の
形
と
わ
か
る
も
の
は
「
歯
」
と
「
齲
」
で
あ
る
。

口
を
あ
け
て
「
歯
」
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。「
齲
」
に
つ
い
て
は
歯
を
蝕
（
む
し
ば
）

む
「
虫
」
の
形
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
形
の
口
は
扁
平
で
は
な
い
こ
と
が

多
く
、
四
角
く
開
か
れ
て
い
る
。

甲
骨
文
に
「
口
を
疾
む
」
と
い
う
文
脈
か
ら
「
口
耳
の
口
」
と
判
断
で
き
る
も

の
が
あ
る
。「
歯
を
疾
む
」
と
い
う
文
と
対
応
さ
せ
る
と
、
こ
の
場
合
の
口
も
歯

疾
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
歯
疾
の
原
因
を
祖
霊（

115
）と
す
る
例
が
あ
り
、
こ
こ
も
そ

う
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
文
字
の
形
は
か
な
り
扁
平
で
あ
り
、
口
角
は
上
が
っ
て

い
る
。

青
銅
器
に
み
え
る
「
口
」
は
扁
平
で
は
な
く
、
ま
た
口
角
が
そ
れ
ほ
ど
上
が
っ

て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。「

（
さ
い
）」
が
単
独
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
例
は
な
い
よ

う
な
の
で
、「
口
耳
の
口
」
と
み
た
。

以
上
、
形
の
上
か
ら
で
は
明
確
に
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
文

字
の
構
成
要
素
と
し
て
「
口
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
時
に
、そ
れ
が
「
口
耳
の
口
」

な
の
か
「

（
さ
い
）」
な
の
か
を
形
状
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
。

側
身
形
の
身
体
の
上
に
つ
く
横
向
き
の
「
口
」
は
「
口
耳
の
口
」
と
さ
れ
て
い

る
。「
口
」
の
形
自
体
は
、
正
面
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
機

能
と
し
て
の
「
口
」
は
正
面
形
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
。
そ
れ
を
さ
ら
に
横
向
き

に
し
、
そ
の
方
向
か
ら
何
か
が
出
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
て
い
る
。
こ
れ

は
「
欠
」
に
あ
た
り
、「
あ
く
び
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
口
」
か
ら
出
る
「
気
」
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つ
ま
り
「
息
」
を
も
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
「
口
」
か
ら
出

る
も
の
と
し
て
、「
声
」、「
言
葉
」、「
歌
」
の
た
ぐ
い
ま
で
含
ん
で
い
る
か
も
し

れ
な
い
。「
口
」
か
ら
小
点
や
短
線
が
出
て
、
涎
や
唾
の
よ
う
な
液
体
が
噴
出
し

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
も
の
は
「
㳄
（
よ
だ
れ
）」
で
あ
る
。「
吹
」
の
よ
う
に
「

（
さ
い
）」
に
「
口
耳
の
口
」
が
息
を
吹
き
か
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
字
形
も
あ

る
。「
息
」
や
「
唾
」
さ
ら
に
は
「
言
葉
」
は
魂
と
も
か
か
わ
り
、
そ
れ
は
呪
術

を
成
り
立
た
せ
る
根
本
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、「
口
耳
の
口
」
は
、つ
ね
に
「

（
さ
い
）」
に
、
つ
よ
く
は
た
ら
き
か
け
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

今
回
の
「
口
耳
の
口
」
の
考
察
に
は
、「
兄
（

（
116
））」
は
含
め

な
か
っ
た
。

兄
辛
壺（

117
）、
殷

用
例
で
あ
げ
た
も
の
は「
殷
」と
さ
れ
て
い
る
。

「
見（

（
118
））」が「
目（
（
119
））」と
人
の
側
身
形
、「
聞（

（
120
））」

が
「
耳
（

（
121
））」
と
人
の
側
身
形
で
あ
る
な
ら
ば
、「
兄
」
も
「
口
（
く
ち
）」

と
人
の
側
身
形
で
あ
っ
て
も
、
お
か
し
く
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
白
川
は
、「
兄
」
の
上
の
「
口
」
を
「

（
さ
い
）」
と
し
て
い
る
。「
…

口
は

（
さ
い
）、
祝
詞
を
収
め
る
器
。
そ
の
こ
と
を
掌
る
人
を
兄
と
い
う
。
字

の
構
造
は
、
見
や
望
の
初
形
が
目
に
従
い
、
聞
の
初
形
が
耳
に
従
い
、
光
の
初
形

が
火
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
人
を
加
え
る
の
と
同
じ
造
字
法
で
あ
る
」
と
説

明
す
る
。

つ
ま
り
、「
光
（

）」
と
同
じ
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
祝
」

も
、
そ
の
関
連
の
文
字
だ
と
す
る
。「
祝
」
の
甲
骨
文
の
字
形
の
一
つ
に
「

」

が
あ
る
。
こ
れ
は
側
身
形
の
人
の
前
に
「

（
さ
い
）」
が
お
い
て
あ
る
。
こ
れ

は
確
か
に
「
口
耳
の
口
」
で
は
な
い
。

「
呉
（

）」
も
同
様
で
あ
る
。「

（
そ
く
）
＋
口
。
口
は
祝
禱
を
収
め
た

器
（

（
さ
い
））
の
形
。

は
人
が
手
を
あ
げ
て
舞
う
形
。
片
手
に
祝
禱
の
器

を
さ
さ
げ
て
、
神
前
で
舞
う
の
は
、
神
を
娯
（
た
の
）
し
ま
せ
る
意
」
と
さ
れ
る
。

こ
の
場
合
も
人
体
と
「

（
さ
い
）」
は
離
れ
て
い
る
。

「

（
さ
い
）」
は
容
器
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
で
は
意
味
を
な
さ
ず
、
そ
れ

に
対
し
て
何
か
働
き
か
け
を
す
る
要
素
と
組
み
合
わ
せ
て
文
字
が
構
成
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
。
単
独
で
「

（
さ
い
）」
が
あ
ら
わ
れ
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。

「

（
さ
い
）」
は
「
祝
告（

122
）」
と
さ
れ
る
。
巫
祝
の
た
ぐ
い
が
神
の
お
告
げ
と

し
て
、声
を
出
し
て
話
す
こ
と
で
あ
れ
ば
、「
口
耳
の
口
」
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。

「
曰
（

）」
は
、「﹇
象
形
﹈
祝
詞
や
盟
誓
を
収
め
る
器
の
上
部
の
一
端
を
あ
げ
て
、

中
の
書
を
み
る
形
。
そ
の
書
の
内
容
を
他
に
告
げ
る
意（

123
）」
と
あ
り
、
や
は
り
「
告

げ
る
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
口
耳
の
口
」
で
声
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
「

（
さ
い
）」
で
あ
っ
て
も
、「
曰
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
を
示
す
際
に
、
そ
の

背
後
に
「
口
耳
の
口
」
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
無
言
で
祭
事

や
儀
式
を
お
こ
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

段
玉
裁
は
「
祝
」
の
文
字
を
解
釈
し
て
、「
人
の
、
口
を
以
て
神
に
交
は
る
者

な
り（

124
）」
と
し
、
白
川
は
、
そ
れ
に
対
し
て
「
祝
の
奉
ず
る
も
の
は
、
祝
詞
を
収

め
た
器
で
あ
る（

125
）」
と
す
る
。「
口
」
に
対
す
る
解
釈
は
全
く
異
な
る
。
し
か
し
、

結
果
と
し
て
、
ど
ち
ら
も
「
口
耳
の
口
」
よ
り
出
た
言
葉
を
聞
く
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
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白
川
は
「
呪（

126
）」
と
い
う
語
を
多
用
す
る
。「
も
と
祝
に
作
る
。
祝
に
祝
頌
と
呪

詛
の
両
義
が
あ
り
、
の
ち
呪
詛
の
字
に
祝
を
用
い
る（

127
）」
と
さ
れ
る
。

「
呪
」
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
。
か
つ
て
文
字
以
前
の
絵
に
つ
い
て
、「
そ
も
そ
も

絵
を
描
い
た
り
、
何
か
を
作
っ
た
り
す
る
の
は
、
そ
れ
が
実
現
す
る
よ
う
に
と
い

う
、
予
祝
の
意
味
を
も
つ
こ
と
が
多
い
。
狩
り
の
獲
物
が
あ
る
よ
う
に
と
洞
窟
に

狩
猟
図
を
描
く
と
い
う
の
が
、
古
代
に
お
い
て
絵
を
描
く
根
本
的
な
意
味
な
の
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
呪
術
で
あ
る
。
そ
の
際
、
狩
り
が
成
功
す
る
よ
う
に
と
言
祝
い
で

い
た
の
だ
ろ
う
。「
文
字
」
が
生
ま
れ
る
以
前
か
ら
「
絵
」
や
「
造
形
」
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ら
の
こ
と
が
連
綿
と
行
わ
れ
て
い
た（

128
）」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

は
じ
め
に
言
葉
が
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
絵
を
描
き
、
そ
の
一
部
が
記
号
化
し
て

文
字
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
言
祝
ぐ
こ
と
は
予
祝
の
意
味
を
も
ち
、
呪
詛
も
ま
た

言
葉
に
出
し
た
こ
と
が
必
ず
実
現
す
る
と
い
う
観
念
の
も
と
に
「
口
」
か
ら
発
せ

ら
れ
る
。
絵
を
描
き
、
文
字
を
記
す
こ
と
は
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
だ
ろ
う
。

「
口
」
か
ら
「
息
」
を
吹
き
、「
唾
」
を
吐
き
、「
言
葉
」
を
発
す
る
こ
と
は
、

み
な
「
魂
」
と
関
わ
り
、
そ
の
存
在
を
当
然
の
前
提
と
す
る
原
始
的
な
宗
教
観
の

中
で
行
わ
れ
て
い
る
。
文
字
の
一
部
は
そ
の
よ
う
な
観
念
を
背
景
と
し
て
生
ま
れ

た
と
思
わ
れ
る
。

「

（
さ
い
）」
が
神
と
人
（
の
魂
）
を
つ
な
ぐ
装
置
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
口

耳
の
口
」
は
内
な
る
魂
を
発
現
さ
せ
る
出
口
で
あ
ろ
う
。

注（1
）
平
凡
社
、一
九
八
四
年
、二
八
四
頁
。
新
訂
『
字
統
』（
二
○
○
七
年
）』
で
は
、「
古
・

右
・
可
・
召
・
名
・
各
・
客
・
吾
・
吉
・
舎
・
告
•
害
・
史
・
兄
・
祝
・
啓
・
品
・
区

（
區
）・
臨
・
厳
（
嚴
）
な
ど
は
、
み
な
祝
禱
の
器
を
含
む
形
。
ま
た
曰
に
従
う
と
さ
れ

る
曷
・
者
・
習
・
曹
・
智
・
暦
・
魯
な
ど
」
と
傍
線
の
一
三
文
字
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
白
川
静
は
、『
字
統
』
二
三
頁
の
凡
例
、「
文
字
資
料
に
つ
い
て
」
で
、
以
下
の
よ

う
に
記
す
。

 

古
代
文
字
の
資
料
と
し
て
、
甲
骨
文
（
卜
文
）・
金
文
・
石
鼓
文
、
及
び
『
説
文
解
字
』

に
収
め
る
篆
文
・
籀
文
・
古
文
の
字
形
を
収
め
た
。
そ
の
採
集
書
は
次
の
諸
書
で
あ
る
。

 

『
甲
骨
文
編
』
十
四
巻　

孫
海
波　

民
国
二
十
三
年
﹇
一
九
三
五
年
﹈

 

『
甲
骨
文
編
』
十
四
巻　

中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
輯　

一
九
六
五
年

 

『
続
甲
骨
文
編
』
十
四
巻　

金
祥
恒　

民
国
四
十
八
年
﹇
一
九
六
○
年
﹈

 

『
金
文
編
』
十
四
巻　

容
庚　

重
訂
本　
﹇
初
版
は
一
九
二
五
年
﹈

 

『
古
文
字
類
編
』　

高
明　

一
九
八
○
年

 

『
漢
語
古
文
字
字
形
表
』
徐
仲
舒　

一
九
八
○
年

 

『
説
文
解
字
』に
収
め
る
字
形
は『
説
文
篆
韻
譜
』南
唐　

徐
鍇
所
収
の
も
の
に
よ
っ
た
。

説
文
新
附
の
字
な
ど
、『
篆
韻
譜
』
未
収
の
も
の
は
、
大
徐
本
・
孫
星
衍
校
本
に
よ
っ

て
補
っ
た
。

 

　

右
の
文
字
資
料
の
う
ち
、『
説
文
解
字
』
に
収
め
る
字
形
は
、
無
印
の
ま
ま
文
字
資

料
欄
の
冒
頭
に
掲
げ
、
つ
い
で
甲
骨
文
に
は
・
印
、
金
文
に
は
◎
印
、
そ
れ
以
外
の
文

字
に
は
○
印
を
付
し
て
、
こ
の
順
に
か
か
げ
た
。（
※
書
籍
に
関
し
て
は
『　

』
に
な

お
し
、
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
。
ま
た
﹇
一
九
三
五
年
﹈
の
よ
う
に
西
暦
を
お
ぎ
な
っ

た
）。

 

　

こ
れ
を
み
る
と
、
お
お
よ
そ
一
九
二
五
〜
一
九
八
○
年
の
資
料
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。『
字
統
』
の
初
版
が
一
九
八
四
年
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
資
料
を
ほ
ぼ

網
羅
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
島
邦
男
『
殷
墟
卜
辞
綜
類
』
大
安
、
一
九
六
七

年
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
郭
沫
若
主
編
、中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
編『
甲

骨
文
合
集
』
中
華
書
局 

一
九
七
七
〜
一
九
八
二
年
、
一
○
は
、
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
』
中
華
書
局 

一
九
八
四

年
、
八
〜
一
九
九
四
、
一
二
は
出
版
時
期
を
考
え
る
と
使
用
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
白
川
静
『
字
統
』
の
字
形
説
に
対
し
て
、『
甲
骨
文
合
集
』

や
『
殷
周
金
文
集
成
』
な
ど
に
新
し
く
紹
介
さ
れ
た
字
形
に
も
と
づ
い
て
、
説
を
た
て

る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

（
3
）「
口
耳
」
は
、『
荀
子
』
勧
学
「
小
人
之
學
也
、
入
乎
耳
、
出
乎
口
。
口
耳
之
間
、
則

四
寸
耳
」
に
み
え
る
。
拙
稿
の
タ
イ
ト
ル
に
も
「
口
耳
」
を
用
い
た
。

（
4
）
白
川
静
著
、
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
、
四
八
五
頁
。



一
一
七

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

（
5
）
白
川
静
著
「
甲
骨
金
文
学
論
叢
」
初
集 

二
集 

三
集 

四
集 

五
集 

六
集 

七
集 

八
集 

九
集 

一
○
集 

一
九
五
五
〜
一
九
六
二
年
、
の
ち
に
『
甲
骨
金
文
学
論
集
』
朋
友
書
店
、

一
九
七
三
年
、三
○
七
〜
三
六
四
頁
に
「
載
字
説
―
古
代
の
詛
盟
祝
禱
儀
礼
と
文
字
―
」

と
し
て
み
え
る
。
た
だ
林
泰
輔
（
一
八
五
四
〜
一
九
二
二
年
）
の
「
清
国
河
南
省
湯
陰

県
発
見
の
亀
甲
獣
骨
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
一
九
○
九
年
、
第
二
○
巻
八
・
九
・

一
○
号
。
の
ち
『
支
那
上
代
之
研
究
』、
進
光
社
、
一
九
二
七
年
初
版
）
の
第
二
回
に
、

「
横
に
从
ふ
字
は
二
十
字
以
上
あ
り
（
一
三
五
頁
）」、「
貝
を

と
し
、
冊
を

と
せ

し
は
、そ
の
下
に
あ
る
横
は

の
形
に
象
り
た
る
も
の
な
る
べ
け
れ
ど
も（
一
三
六
頁
）」

は
白
川
静
の
説
の
さ
き
が
け
と
み
な
し
て
よ
い
。「

」
は
、
は
こ
、
ひ
つ
の
意
味
で

あ
る
。
末
次
信
行
「

」（『
白
川
静
を
読
む
と
き
の
辞
典
』
立
命
館
東
洋
文
字
文
化
研

究
所
叢
書
第
五
、
平
凡
社
、
二
○
一
三
年
、
七
七
頁
）
は
、「
甲
骨
文
の

の
形
は
、

口
形
を
呈
し
て
お
り
、
後
漢
時
代
の
字
書
で
あ
る
『
説
文
解
字
』
に
も
共
通
す
る
形
で

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
口
耳
の
口
の
意
味
と
さ
れ
、
口
を
含
む
一
群
の
文
字
系
列
と
し
て

み
ら
れ
る
。「
口
、
器
皿
、
窓
、
坎
、
無
意
味
な
飾
り
、
物
体
」
の
六
つ
の
意
味
を
掲

げ
る
辞
書
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
白
川
は
、

は
金
文
に
は
器
の
形
で
祝
詞
（
の
り

と
）
な
ど
を
入
れ
る
も
の
で
あ
り
、
甲
骨
・
金
文
に
は
こ
れ
を
含
む
字
形
が
百
数
十
字

あ
り
、
こ
れ
ら
は
載
書
（
さ
い
し
ょ
）
関
係
の
字
と
し
て
一
系
列
を
な
す
と
す
る
。
つ

ま
り
、
甲
骨
文
・
金
文
の

の
意
味
の
時
代
と
『
説
文
解
字
』
の
口
の
意
味
の
時
代
と

の
間
の
あ
る
時
期
に
一
線
を
引
き
、
こ
の
前
と
後
と
が
、
文
字
の
意
味
が
連
続
せ
ず
、

断
絶
が
あ
っ
た
と
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

　

ま
た
、
白
川
は
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
系
列
字
は
意
味
的
な
連
関
を
も
ち
、

に
従
う
載

書
関
係
の
字
と
し
て
一
系
列
を
な
し
、
そ
れ
か
ら
分
化
し
た
「
曰
」「
言
」「
音
」「
意
」

を
含
む
文
字
群
も
一
体
系
を
な
す
と
す
る
（
文
字
系
列
）。

は
祝
告
（
神
に
告
げ
る
）

や
呪
詛
（
の
ろ
う
）
や
盟
誓
（
神
に
ち
か
う
）
に
関
連
す
る
意
味
を
も
つ
。
た
と
え
ば

「
曰
」
は

中
に
祝
詞
の
入
っ
て
い
る
形
で
あ
り
、「
言
」
は
、

と
辛
か
ら
な
る
会
意

字
で
、
は
誓
い
を
意
味
し
、辛
は
身
体
に
入
れ
墨
を
す
る
と
き
の
針
の
こ
と
で
、「
言
」

は
神
へ
の
誓
い
が
破
ら
れ
た
場
合
、
罰
を
う
け
る
と
い
う
自
己
詛
盟
（
じ
こ
そ
め
い
）

の
言
葉
と
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
意
味
の
連
関
が
同
系
列
字
に
は
み
ら
れ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
文
字
体
系
は
、
そ
の
時
代
の
意
識
体
系
と
対
応
す
る
と
し
、
し
た
が
っ
て
、

字
系
の
想
定
は
、
白
川
文
字
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
と
と
も
に
、
殷
代
社
会
に
関

す
る
白
川
説
を
生
み
出
す
機
軸
と
い
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ほ
か
に
白
川
静
著
、
金

子
都
美
絵
編
・
画
『
サ
イ
の
も
の
が
た
り  

白
川
静
の
絵
本
』
平
凡
社
、二
○
一
六
年
は
、

「
サ
イ
」
に
つ
い
て
、
絵
を
つ
け
て
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

（
6
）
白
川
静
『
漢
字
百
話
』（
中
公
新
書
、中
央
公
論
社
、一
九
七
八
年
）
一
四
七
頁
で
は
、

「
甲
骨
文
・
金
文
の
文
字
に
は
、

形
を
含
む
文
字
で
口
耳
の
口
と
解
し
う
る
も
の
は

全
く
な
く
」
と
あ
り
、「
全
く
な
く
」
か
ら
「
ほ
と
ん
ど
な
く
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
偽
古
文
は
除
い
た
。

（
8
）
其
發
有
逸
口
。
逸
口
は
、
伝
に
「
過
口
」、
蔡
伝
に
「
過
言
也
」。

（
9
）
度
乃
口
。

（
10
）
否
則
厥
口
詛
祝
。

（
11
）
無
以
利
口
亂
厥
官
。

（
12
）
利
口
惟
賢
。

（
13
）
予
口
卒

。

（
14
）
中
国
古
典
文
学
大
系
一
五
『
詩
経
・
楚
辞
』、
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
、
一
一
四
頁
。

（
15
）
好
言
自
口
、
莠
言
自
口
。

（
16
）
経
書
大
講 

七
巻
、
小
林
一
郎
、
詩
経
中
、
一
四
九
頁
、
一
九
三
八
、
平
凡
社
。

（
17
）
前
掲
『
詩
経
・
楚
辞
』
一
五
三
頁
。

（
18
）
讒
口
囂
囂
。

（
19
）
前
掲
『
詩
経
・
楚
辞
』
一
五
七
頁
。

（
20
）
蛇
蛇
碩
言
、
出
自
口
矣
。

（
21
）
前
掲
『
詩
経
・
楚
辞
』
一
六
六
頁
。

（
22
）
以
就
口
食
。

（
23
）
前
掲
『
詩
経
・
楚
辞
』
二
二
三
頁
。

（
24
）
落
合
淳
思
「
甲
骨
文
字
の
字
種
整
理
」（『
立
命
館
文
学
』
六
三
三
、
二
○
九
〜

二
二
一
頁
、
二
○
一
三
年
）
を
参
照
。

（
25
）
彭
邦
炯
、
語
文
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

（
26
）
総
主
編
、金
維
諾
『
中
国
美
術
全
集
』
青
銅
器
Ⅰ
、時
代
出
版
伝
媒
股
份
有
限
公
司
、

黄
山
書
社
、
二
○
一
○
年
、
二
七
三
頁
。
現
蔵
上
海
博
物
館
。

（
27
）
弓
身
扁
平
…
両
側
均
飾
獣
面
紋
和
人
面
獣
紋
。

（
28
）
前
掲
『
中
国
美
術
全
集
』
二
七
五
頁
。
現
蔵
徳
国
科
隆
（
ケ
ル
ン
）
東
亜
芸
術
博

物
館
（M

useum
 of East Asian Art

）。

（
29
）
鉞
身
飾
鏤
空
人
面
紋
。

（
30
）
白
川
静
『
字
通
』
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
、
一
五
二
○
頁
、
目
、
甲
骨
文
。
お
そ

ら
く
、
一
期　

鉄
一
六
、
一
の
も
の
。

（
31
）
前
掲
『
中
國
美
術
全
集
』
二
五
六
頁
。

（
32
）
眉
、
目
、
鼻
、
耳
、
口
皆
突
起
…
嘴
角
両
側
各
有
一
個
在
亜
字
形
框
中
的
族
名
文

字
「
醜
」。
銘
文
右
為
正
書
、
左
為
反
書
。
現
蔵
中
国
国
家
博
物
館
。

（
33
）
前
掲
『
字
通
』
九
三
八
頁
、
舌
。

（
34
）『
中
国
美
術
全
集
』
青
銅
器
四
よ
り
。
切
り
取
り
。

（
35
）
鉞
身
有
透
空
的
円
目
露
歯
神
面
。
眉
、
目
、
鼻
皆
突
起
、
口
稍
凹
下
。
現
蔵
中
国

国
家
博
物
館
。

（
36
）
玉
に
も
人
面
の
も
の
が
あ
る
。
口
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。



口
耳
の
口

一
一
八

（
37
）
前
掲
『
甲
骨
文
合
集
』
第
四
集
一
六
四
一
頁
。

（
38
）
陳
年
福
撰
『
殷
墟
甲
骨
文

釈
全
編
：
国
家
『
十
一
五
』
規
劃
重
点
図
書
』
線
装

書
局
、
二
○
一
○
年
、
第
二
巻
、
一
○
八
四
頁
は
「
貞
疒
口
御
于
𠤎
甲
」
と
釈
す
。

（
39
）
徐
中
舒
主
編
『
甲
骨
文
字
典
』
四
川
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
八
七
頁
、
口
。

（
40
）
前
掲
『
甲
骨
文
字
典
』
八
三
八
頁
、
疒
。

（
41
）
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
釈
文
』
第
四
巻
、
香
港
中
文

大
学
中
国
文
化
研
究
所
、
二
○
○
一
年
、
一
七
八
頁
、
五
四
五
二
、
口
尊
。
お
よ
び
張

桂
光
主
編
、
陳
曦
・
秦
暁
華
副
主
編
『
商
周
金
文
辞
類
纂
』
中
華
書
局
、
二
○
一
四
年
、

二
○
八
「
口
」。

（
42
）
同
右
、
第
五
巻
、
二
四
八
頁
、
八
八
○
一
、
上
海
博
物
館
蔵
。

（
43
）
同
右
、
第
五
巻
、
二
○
二
頁
、
八
五
三
○
。

（
44
）
彭
邦
炯
、
語
文
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

（
45
）
前
掲
『
商
周
金
文
辞
類
纂
』
一
三
○
八
「
口
」。
前
掲
『
殷
周
金
文
集
成
』
第
二
巻
、

二
八
○
頁
、
二
五
九
四
で
は
、「
戊
寅
王
曰

馬
壱
賜
貝
用
乍
父
丁
尊
亞
受
」
と
隷

定
さ
れ
て
い
る
。

（
46
）
孫
海
波
譔
集
、
商
承
祚
校
訂
、
哈
仏
燕
京
社
、
一
九
三
四
年
。

（
47
）
四
川
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

（
48
）
上
巻
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
。

（
49
）
朋
友
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
一
○
五
頁
。

（
50
）落
合
に
は『
漢
字
の
成
り
立
ち　

説
文
解
字
か
ら
最
先
端
の
研
究
ま
で
』（
筑
摩
選
書
、

二
○
一
四
年
）
が
あ
り
、「
字
音
か
ら
の
字
源
研
究
」
に
お
い
て
加
藤
常
賢
・
藤
堂
明

保
を
と
り
あ
げ
、「
字
形
か
ら
の
字
源
研
究
」
に
お
い
て
白
川
静
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

（
51
）
落
合
氏
に
直
接
、
う
か
が
っ
た
。

（
52
）
説
文
『
口
人
所
以
言
食
也
。
象
形
』。
凡
口
之
属
、
契
文
作

、
正
象
口
形
。
甲
編

一
二
一
五
作

、
尤
肖
。
類
纂 

類
編 

文
編 

文
字
編 

均
失
録
（
李
孝
定
編
述
『
甲
骨
文

字
集
釈
』、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
八
二
年
、
三
四
三
頁
）。

（
53
）
漢
戴
徳
撰
『
大
戴
礼
記
』
卷
六
、
武
王
践

第
五
十
九
に
、「
机
の
銘
に
曰
く
、
皇

皇
と
し
て
惟
だ
口
、
㖃
（
は
じ
）
を
生
ず
る
を
敬
（
つ
つ
）
し
む
（
口
戕
口
、
言
口
能

害
口
也
机
者
人
君
出
令
所
依
故
以
言
語
為
戒
也
）」
と
あ
り
、
注
に
「
㖃
は
恥
な
り
。

言
為
君
子
栄
辱
之
主
、
慎
し
ま
ざ
る
可
き
か
（
㖃
恥
也
。
言
為
君
子
栄
辱
之
主
、
可
不

慎
乎
）」
と
み
え
る
。
ま
た
「
口
戕
口
」
の
注
に
、「
言
口
な
能
害
口
也
。
机
者
人
君
出

令
所
依
、
故
以
言
語
為
戒
也
」
と
あ
る
。

（
54
）
卜
辞
「
亡
作
口
」（
見
庫
方
七
○
三
）「
亡
至
口
」（
屯
乙
八
七
○
四
、
十
八
、
八
二
○
、

…
）
倶
興
口
舌
之
禍
。
大
禹
謨
云
、「
唯
﹇
惟
﹈
口
出
好
興
戎
」。
大
戴
礼
武
王
践
祚
機

﹇
机
﹈
之
銘
曰
、「
口
生
㖃
、
口
戕
口
」。『
説
苑
』
敬
慎
篇
言
、『﹇
孔
子
之
周
、
觀
於
太

廟
右
陛
之
前
有
﹈
金
人
焉
。
三
緘
其
口
﹇
而
銘
其
背
曰
、『
古
之
慎
言
人
也
。
戒
之
哉
、

戒
之
哉
。
無
多
言
、
多
言
多
敗
…
』﹈』。
戎
以
口
生
禍
。
故
易
頤
卦
以
慎
言
…
。
※
文

意
が
通
じ
な
い
た
め
、
引
用
の
原
文
を
確
認
し
、﹇　

﹈
の
部
分
を
補
っ
た
。『
殷
代
貞

卜
人
物
通
考
』
香
港
大
学
出
版
社
、
一
九
五
九
年
、
七
○
○
頁
。

（
55
）
前
掲
『
字
通
』
四
八
五
頁
。

（
56
）
同
右
。

（
57
）
前
掲
『
字
通
』
一
五
九
三
頁
。

（
58
）
饒
宗
頤
説
参

字
条
下
。「
按
：
甲
骨
文
口
字
象
口
形
、
卜
辞
有
「
疾
口
」
之
占
、

此
乃
用
「
口
」
之
本
義
。
又
廩
辛
庚
丁
時
貞
人
名
「
口
」。
至
於
卜
辞
口
字
之
另
一
種

用
法
、
如
乙
八
八
九
二
合
集
二
二
四
○
五
之
「
多
口
」、「
又
乍
余
、
口
十
」、
似
相
当

於
「
人
口
」、「
丁
口
」
之
「
口
」」。

（
59
）
前
掲
『
字
通
』
四
八
六
頁
。

（
60
）
同
右
、
六
六
五
頁
。

（
61
）
前
掲
『
殷
墟
甲
骨
文

釈
全
編
』
六
五
三
頁
。

（
62
）
甲
骨
学
会
編
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所 

小
屯
殷
虚
文
字
乙
編
釈
文
』
大
安
、

一
九
五
九
年
、
乙
中
五
五
三-

五
七
○
、
四
六
○
○
。
な
お
前
掲
、
徐
仲
舒
『
甲
骨
文

字
典
』
は
同
じ
と
こ
ろ
を
引
く
が
、「
貞
疒
齒
不
隹
父
乙
蚩
」
と
「
父
乙
」
が
入
っ
て

い
る
。

（
63
）
同
右
『
小
屯
殷
虚
文
字
乙
編
釈
文
』
四
六
二
四
。
徐
仲
舒
『
甲
骨
文
字
典
』
は
同

じ
と
こ
ろ
を
引
く
が
、「
貞
疒
齒
不
隹
父
乙
蚩
」
と
す
る
。

（
64
）『
漢
字
文
物
大
系
』

（
65
）『
字
通
』
五
二
頁
。

（
66
）『
字
通
』
虫
（
き
）
に
紹
介
す
る
甲
骨
文
。

（
67
）
同
右
、
五
一
頁
。

（
68
）
同
右
、
九
三
八
頁
。

（
69
）『
説
文
解
字
』
三
上
。

（
70
）
王
国
維
「
劉

遂
記
説
文
練
習
筆
記
」『
国
学
論
叢
』
北
亰
清
華
学
校
研
究
院
﹇
編
﹈

商
務
印
書
館
、
二
卷
二
號 

一
九
三
○
年
。

（
71
）
余
水
梁
「
殷
虚
文
字
続
考
」『
国
学
論
叢
』
同
上
。

（
72
）
林
義
光
撰
『
文
源
』
巻
二
、
一
九
二
○
年
。

（
73
）
呉
其
昌
著
『
殷
虚
書
契
解
詁
』
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
七
一
年
。

（
74
）
馬
敘
倫
著
『
説
文
解
字
六
書
疏
証
』
巻
五
、
科
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
。

（
75
）
楊
樹
達
著
『
卜
辞
求
義
』『
楊
樹
達
文
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
○
○
七
年
。

（
76
）「
釋
舌
」『
双
剣

殷
契
駢
枝
続
編
』『
于
省
吾
著
作
集
』
中
華
書
局
、
二
○
○
九
年
。

（
77
）
前
掲
『
甲
骨
文
字
典
』
巻
三
、
舌
。

（
78
）『
通
志
』
巻
三
二
、『
六
書
略
』
第
二
、
象
形
第
一
、
人
物
之
形
、
第
三
上
、
舌
に
「
象

吐
舌
之
形
」
と
み
え
る
。



一
一
九

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

（
79
）
前
掲
『
字
通
』
四
三
○
頁
。「

」
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
部
分
は
省
略
し
た
。

（
80
）
劉
釗
、
洪
颺
、
張
新
俊
編
纂
、
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
專
刊
、
三
、

福
建
人
民
出
版
社
、
二
○
○
九
年
、
四
九
七
頁
。

（
81
）
前
掲
『
字
通
』
四
三
一
頁
。

（
82
）
前
掲
『
字
通
』
一
四
○
○
頁
。

（
83
）
同
右
。

（
84
）
同
右
、
九
四
二
頁
。

（
85
）
同
右
、
四
九
九
頁
。

（
86
）
六
七
八
頁
。

（
87
）
九
四
二
頁
。

（
88
）
劉
志
基
主
編
、
大
象
出
版
社
、
二
○
一
三
年
、
第
八
巻
、
五
六
六
頁
。
六
例
あ
げ

ら
れ
る
。

（
89
）
本
義
指
有
所
羨
慕
而
生
津
液
。
字
見
甲
骨
文
、
或
象
口
液
外
流
、
或
象
口
液
滋
生

口
内
…
。

（
90
）
前
掲
、『
字
通
』
一
二
○
一
頁
。

（
91
）
劉
志
基
主
編
、
大
象
出
版
社
、
二
○
一
三
年
、
第
八
巻
、
五
六
六
頁
。
六
例
あ
げ

ら
れ
る
。

（
92
）
拙
著
『
魂
の
あ
り
か
』
二
六
四
頁
。
ほ
か
に
も
「
唾
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

な
お
『
三
才
図
会
』
に
は
唾
壷
唾
盂
図
考
が
あ
る
。

（
93
）
前
掲
『
字
通
』
八
七
七
頁
。

（
94
）『
詩
経
』
の
伝
に
よ
れ
ば
、「
三
物
豕
犬
雞
也
。
民
不
相
信
則
盟
詛
之
。
君
以
豕
、
臣

以
犬
、
民
以
雞
」
と
み
え
る
。

（
95
）
前
掲
『
字
通
』
八
七
七
頁
、
吹
、
語
系
。

（
96
）『
詩
経
雅
頌
Ⅰ
』
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
、
二
一
一
頁
。

（
97
）
経
書
大
綱
『
詩
経
』
平
凡
社
、
一
九
三
八
年
、
二
一
四
頁
。

（
98
）
拙
著
『
魂
の
あ
り
か
』
一
三
四
頁
、「
呼
吸
と
魂
」
を
参
照
。

（
99
）
碓
井
益
雄
『
霊
魂
の
博
物
誌
：
原
始
生
命
観
の
体
系
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
二

年
、「
人
間
間
創
造
と
気
息
」、「
イ
キ
モ
ノ
」、「
気
息
す
な
わ
ち
霊
魂
」
等
。

（
100
）
君
島
久
子
『
中
国
の
神
話
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
三
年
、
五
二
頁
、
ト
ウ
ロ
ン
族
。

（
101
）
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
「
長
岡
京
発
見
の
琴
形
」（
金
子
裕
之
、
肥
塚
隆
保
）

https://repository.nabunken.go.jp/dspace/bitstream
/11177/3339/1/

AN
00181387_1995_15.pdf

（
102
）
前
掲
『
中
国
漢
字
文
物
大
系
』
第
八
巻
、
五
四
七
頁
に
「
按
、
方
国
名
」
と
あ
る
。

（
103
）
前
掲
『
字
通
』
四
五
頁
。

（
104
）
前
掲
『
中
国
漢
字
文
物
大
系
』
第
八
巻
五
六
二
頁
。

（
105
）『
新
甲
骨
文
編
』
卷
八
、
四
九
七
頁
。

（
106
）
同
右
。

（
107
）
前
掲
『
字
通
』
一
四
八
○
頁
。

（
108
）『
新
甲
骨
文
編
』
卷
八
、
四
九
七
頁
。

（
109
）
前
掲
『
字
通
』
四
四
四
頁
。

（
110
）
同
四
九
八
頁
。

（
111
）
拙
稿
「「

」
に
つ
い
て
」『
漢
字
学
研
究
』
五
号
、
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化

研
究
所
、
二
〇
一
七
年
、
字
説
。

（
112
）
前
掲
『
新
甲
骨
文
編
』
卷
八
、
四
六
七
頁
。

（
113
）
前
掲
『
甲
骨
文
字
辞
典
』
一
三
頁
、
一
部
内
容
を
省
略
し
た
。

（
114
）
同
右
一
○
五
頁
。

（
115
）
拙
稿
「「
鬼
」
系
の
病
因
論
―
新
出
土
資
料
を
中
心
と
し
て
―
」『
大
阪
府
立
大
学

紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学
四
三
巻
、
二
○
○
五
年
を
参
照
。

（
116
）
前
掲
『
字
通
』
三
八
七
頁
、
兄
。

（
117
）
前
掲
『
殷
周
金
文
集
成
釈
文
』
第
五
巻
、
九
五
○
七
、
三
八
六
頁
。

（
118
）
前
掲
『
字
通
』
四
三
一
頁
、
見
。

（
119
）
同
一
五
二
○
頁
、
目
。

（
120
）
同
一
四
○
○
頁
、
聞
。

（
121
）
同
六
七
九
頁
、
耳
。

（
122
）
前
掲
『
字
通
』
四
八
五
頁
。

（
123
）
同
右
、
六
八
頁
。

（
124
）
同
右
。

（
125
）
同
右
。

（
126
）
白
川
静
、
梅
原
猛
『
呪
の
思
想
：
神
と
人
と
の
間
』
平
凡
社
、
二
○
○
二
年
。

（
127
）
前
掲
『
字
通
』
七
二
四
頁
、
祝
。

（
128
）
拙
稿
「
戦
国
楚
帛
画
の
舟
よ
り
み
る
復
活
再
生
観
念
の
考
察
」『
人
文
学
論
集
』

三
二
、
二
○
一
四
年
、
二
七
頁
。

※
拙
稿
は
平
成
30
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
C
）「
タ
マ
シ
イ
の
観
点
か
ら
み
た
中

国
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
辟
邪
文
化
の
総
合
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科
教
授
・

立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構
招
聘
研
究
教
員
（
教
授
））




